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〔
解
説
〕 

こ
の
条
例
は
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
（
災
害
危
険
区
域
の
指
定
）
、
同
条
第
二
項
（
災
害
危
険
区
域
内
の
建
築
に
関
す
る
制
限
）
、
第
四
十
条
（
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
よ
る

制
限
の
付
加
）
、
第
四
十
三
条
第
三
項
（
敷
地
等
と
道
路
と
の
関
係
）
及
び
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
（
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
係
る
対
象
区
域
、
平
均
地

盤
面
か
ら
の
高
さ
及
び
号
の
指
定
）、
第
六
十
八
条
の
九
第
一
項
（
都
市
計
画
区
域
外
に
お
け
る
建
築
物
に
係
る
制
限
）
並
び
に
政
令
第
三
十
条
第
一
項
（
特
殊
建
築
物
の
便
所
の
構

造
）
の
委
任
に
よ
っ
て
定
め
た
も
の
で
、
こ
こ
で
条
例
の
法
的
根
拠
を
示
す
と
と
も
に
災
害
危
険
区
域
の
指
定
及
び
当
該
区
域
内
の
建
築
物
の
建
築
に
関
し
安
全
上
必
要
な
制
限
、

建
築
物
の
敷
地
又
は
建
築
設
備
に
関
し
て
安
全
上
、
防
火
上
又
は
衛
生
上
必
要
な
制
限
の
付
加
、
建
築
物
の
敷
地
等
と
道
路
と
の
関
係
に
つ
い
て
避
難
又
は
通
行
の
安
全
上
の
必
要

な
制
限
の
付
加
、
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
と
し
、
そ
の
ほ
か
特
殊
建
築
物
等
多
数
の
人
が
使
用
す
る
便
所
及
び
公
衆
便
所
に
つ
い
て
伝
染
病

の
ま
ん
延
防
止
等
の
見
地
か
ら
そ
の
構
造
に
つ
い
て
制
限
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

      

〔
解
説
〕 

本
条
は
、
こ
の
条
例
で
用
い
る
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
条
例
で
は
法
及
び
政
令
で
定
め
て
い
る
用
語
の
意
義
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
と
し
た

も
の
で
あ
る
。 

     

（
趣
旨
） 

第
一
条 
こ
の
条
例
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
災
害
危
険
区
域
の
指
定
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
建
築
の
禁
止
そ
の
他
建
築
物
の
建
築
に
関
す
る
制
限
、
法
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
敷
地
、
構
造
又
は
建
築
設
備
に
関
す
る
制
限
の
付
加
、

法
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
制
限
の
付
加
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
日
影
に
よ
る
中
高
層

の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
係
る
対
象
区
域
、
平
均
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
及
び
号
の
指
定
並
び
に
法
第
六
十
八
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
と
道
路
と

の
関
係
及
び
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
並
び
に
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
指
定
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
用
語
の
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
け
る
用
語
の
意
義
は
、
法
及
び
政
令
の
例
に
よ
る
。 
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〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
都
市
計
画
区
域
内
に
適
用
さ
れ
る
条
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

二 

法
第
四
十
三
条
第
三
項
（
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
）
及
び
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
（
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
）
は
、
法
第
四
十
一
条
の
二
（
適
用
区

域
）
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
区
域
内
に
適
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
委
任
を
受
け
て
定
め
ら
れ
た
第
五
条
（
大
規
模
な
建
築
物
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
）、
第
七
条

（
特
殊
建
築
物
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
）
、
第
八
条
（
学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
、
下
宿
又
は
児
童
福
祉
施
設
等
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
）、

第
十
四
条
（
興
行
場
等
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
）
、
第
二
十
三
条
（
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
）
、
第
四
十
四
条
（
車
庫
等
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
）

及
び
第
四
十
六
条
の
二
（
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
係
る
対
象
区
域
、
平
均
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
及
び
号
の
指
定
）
の
規
定
は
、
都
市
計
画
区
域
内
に
の
み

適
用
さ
れ
、
都
市
計
画
区
域
外
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
十
一
条
（
便
所
の
構
造
）
の
規
定
に
つ
い
て
も
都
市
計
画
区
域
内
に
限
り
適
用
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。 

   
（
適
用
区
域
） 

第
三
条 
第
五
条
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
一
条
、
第
十
四
条
、
第
二
十
三
条
、
第
四
十
四
条
及
び
第
四
十
六
条
の
二
の
規
定
は
、
都
市
計
画
区
域
内
に
限
り
、
適
用
す
る
。 
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第
二
章 

が
け
付
近
の
建
築
物
の
敷
地
等
及
び
大
規
模
な
建
築
物
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係 

      

〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
の
委
任
に
よ
り
災
害
危
険
区
域
を
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

知
事
は
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
か
ら
人
命
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
崩
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る
急
傾
斜
地
で
、
そ
の
崩
壊
に
よ
り
相
当
数
の
居

住
者
、
そ
の
他
の
者
に
危
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
等
の
土
地
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
指
定
さ
れ
た
区
域
が
自

動
的
に
建
築
基
準
法
の
災
害
危
険
区
域
と
な
る
よ
う
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

         

〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
前
条
の
災
害
危
険
区
域
内
に
お
け
る
居
住
の
用
に
供
す
る
建
築
物
の
建
築
に
関
す
る
制
限
で
、
災
害
防
止
上
必
要
な
措
置
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

二 

が
け
の
崩
壊
か
ら
人
命
及
び
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
危
険
区
域
内
に
住
居
の
用
に
供
す
る
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
は
、
が
け
の
崩
壊
に
よ
る
土
砂
が
直
接
窓
か
ら
侵
入
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
居
室
の
窓
を
直
接
が
け
に
面
し
て
設
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
建
築
物
及
び
当
該
窓
の
構
造
・
位
置
等
か
ら
が
け
の
崩
壊

時
に
窓
か
ら
土
砂
が
侵
入
す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
又
は
災
害
防
止
の
た
め
の
工
事
が
施
行
さ
れ
、
が
け
の
崩
壊
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
こ
の
制

限
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

   

（
災
害
危
険
区
域
の
指
定
） 

第
三
条
の
二 
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
危
険
区
域
と
し
て
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指
定
し
た
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
(

災
害
危
険
区
域
内
の
建
築
物) 

第
三
条
の
三 

災
害
危
険
区
域
内
に
住
居
の
用
に
供
す
る
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
居
室
の
窓
そ
の
他
の
開
口
部
は
、
直
接
が
け
に
面
し
て
設
け
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
建
築
物
の
構
造
若
し
く
は
位
置
又
は
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工

事
そ
の
他
の
工
事
の
施
行
状
況
に
よ
り
が
け
の
崩
壊
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 
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〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
が
け
の
崩
壊
か
ら
人
命
及
び
財
産
を
守
る
た
め
、
が
け
に
近
接
す
る
土
地
に
居
室
を
有
す
る
建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
規
定
で
あ
る
。
建
築
が
規
制
さ
れ

る
建
築
物
は
居
室
を
有
す
る
建
築
物
す
べ
て
で
あ
る
。 

ま
た
、
対
象
と
な
る
が
け
お
よ
び
規
制
す
る
範
囲
は
、
次
の
各
号
の
一
に
よ
る
。 

（
一
）
が
け
と
は
、
水
平
面
に
対
し
勾
配
が
三
十
度
を
超
え
、
か
つ
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
土
地
で
あ
る
。 

（
二
）
が
け
の
下
端
と
は
、
図
０
‐
１
に
示
す
よ
う
に
地
表
面
が
水
平
面
に
対
し
な
す
角
度
が
三
十
度
を
超
え
る
部
分
の
う
ち
、
最
も
低
い
地
点
と
す
る
。 

（
三
）
規
制
範
囲
は
、
が
け
の
上
に
あ
っ
て
は
が
け
の
下
端
か
ら
が
け
の
高
さ
の
一
・
五
倍
、
が
け
の
下
に
あ
っ
て
は
、
が
け
の
上
端
か
ら
が
け
の
高
さ
の
二
・
〇
倍
の
範
囲
で
あ
り
、

図
０
‐
１
と
す
る
。 

（
四
）
が
け
の
上
端
が
明
確
で
な
い
場
合
の
考
え
方
の
一
例
を
図
０
‐
２
に
示
す
。 

（
五
）
二
段
以
上
の
が
け
が
あ
る
場
合
は
、
が
け
の
一
体
性
を
考
慮
し
、
図
０
‐
３
と
す
る
。 

（
六
）
が
け
の
下
に
三
十
度
未
満
の
勾
配
が
あ
る
場
合
は
、
図
０
‐
４
の
と
お
り
地
表
面
が
水
平
面
に
対
し
な
す
角
度
が
三
十
度
を
超
え
る
部
分
の
う
ち
、
最
も
低
い
地
点
を
が
け
の

下
端
と
す
る 

二 

た
だ
し
書
の
規
定
は
、
建
築
物
の
構
造
や
位
置
、
が
け
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
又
は
が
け
の
形
状
や
土
質
等
か
ら
規
制
す
る
範
囲
内
に
居
室
を
有
す
る
建
築
物
を
建
築

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
と
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
る
。 

（
一
）
が
け
の
下
に
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

(

イ)

建
築
物
の
外
壁
及
び
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
そ
の
他
こ
れ
と
同
等
以
上
の
耐
力
を
有
す
る
構
造
と
し
、
か
つ
、
必
要
に
応
じ
開
口
部
に
土
砂
の

流
入
防
止
の
措
置
を
す
る
と
き 

 
（
が
け
付
近
の
建
築
物
の
敷
地
等
） 
第
四
条 

が
け
（
地
表
面
が
水
平
面
に
対
し
三
十
度
を
超
え
る
角
度
を
な
す
硬
岩
盤
（
風
化
の
著
し
い
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
土
地
で
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
上
に
あ
つ
て
は
が
け
の
下
端
か
ら
当
該
が
け
の
高
さ
の
一
・
五
倍
、
が
け
の
下
に
あ
つ
て
は
が
け
の
上
端
か
ら
当
該
が
け
の
高
さ
の
二
倍
に
相
当
す
る
距
離
以

内
の
場
所
に
居
室
を
有
す
る
建
築
物
を
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

が
け
の
下
に
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。 

イ 

建
築
物
の
外
壁
及
び
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
（
が
け
の
崩
壊
に
よ
る
衝
撃
を
受
け
る
お
そ
れ
の
な
い
部
分
を
除
く
。
）
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
が
け
の
崩
壊
に
よ

る
衝
撃
に
対
し
破
壊
を
生
じ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ
れ
と
同
等
以
上
の
耐
力
を
有
す
る
構
造
と
し
、
か
つ
、
必
要
に
応
じ
当
該
外
壁
の
開
口
部
か
ら
の
土
砂
の
流

入
を
防
止
す
る
た
め
の
有
効
な
壁
等
を
設
置
す
る
と
き
。 

ロ 

が
け
と
建
築
物
と
の
間
に
、
が
け
の
崩
壊
に
対
し
て
建
築
物
の
安
全
上
支
障
の
な
い
塀
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
き
。 

二 

建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
に
お
い
て
、
建
築
物
の
位
置
が
が
け
か
ら
相
当
の
距
離
に
あ
り
、
が
け
の
崩
壊
に
対
し
て
安
全
で
あ
る
と
き
。 

三 

建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
に
お
い
て
、
構
造
耐
力
上
安
全
な
擁
壁
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
き
。 

四 

建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
に
お
い
て
、
が
け
の
形
状
及
び
土
質
に
よ
り
、
が
け
の
崩
壊
の
お
そ
れ
が
な
い
と
き
。 

２ 

前
項
第
三
号
の
擁
壁
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

高
さ
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
擁
壁
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
こ
と
。 

二 

擁
壁
の
上
部
の
地
表
面
に
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
を
排
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
排
水
施
設
を
設
け
て
い
る
こ
と
。 
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(
ロ)

安
全
上
支
障
の
な
い
塀
（
待
ち
受
け
擁
壁
等
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
き
又
は
設
置
す
る
と
き 

（
イ
）
又
は
（
ロ
）
の
耐
力
及
び
安
全
性
を
確
か
め
る
方
法
と
し
て
は
、
政
令
第
八
十
条
の
三 

(

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域(

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
土
砂
災
害
防
止
法
」
と
い
う
。）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
を
い
う)

内
に
お
け
る
居
室
を
有
す
る
建
築
物
の
構
造
方
法)

に
よ
る
構

造
方
法
及
び
同
等
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

政
令
第
八
十
条
の
三
に
よ
る
場
合
は
、
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
八
十
三
号
に
よ
り
外
壁
等
及
び
門
又
は
塀
の
構
造
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十

三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
三
十
二
号
に
よ
り
が
け
の
崩
壊
に
よ
る
土
石
等
の
移
動
に
よ
る
力
及
び
土
石
等
の
堆
積
に
よ
る
力
の
算
定
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
知
事
が
が

け
の
崩
壊
に
よ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
ま
で
の
間
は
、
崩
壊
に
よ
っ
て
生
ず
る
土
石
等
の
土
質
定
数
等
は
地
質
調
査
等
に
よ
り
設
計
者
が
設
定
し
計
算
す
る
も
の
と
す

る
。
ま
た
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
の
が
け
に
つ
い
て
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
第
九
条
第
二
項
に
よ
り
知
事
が
定
め
た
事
項
を
用
い
て
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
二
）
建
築
物
の
位
置
が
、
が
け
か
ら
相
当
の
距
離
に
あ
り
、
が
け
の
崩
壊
に
対
し
て
安
全
で
あ
る
と
き
と
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
場
合
と
す
る
。 

(

イ)
 

が
け
の
下
に
あ
っ
て
は
、
図
２
‐
１
の
と
お
り
、
が
け
と
宅
地
の
間
の
谷
や
川
等
に
よ
り
、
が
け
の
高
さ
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
崩
壊
に
よ
っ
て
生
ず
る
土
石
等
の
影
響

が
低
減
さ
れ
る
場
合
。
（
崩
壊
す
る
と
仮
定
し
た
土
砂
の
体
積
か
ら
谷
や
川
等
に
よ
り
低
減
さ
れ
る
体
積
に
応
じ
て
規
制
範
囲
を
緩
和
し
た
上
で
、
が
け
の
崩
壊
に
対
し
て

の
安
全
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。） 

(

ロ)
 

が
け
の
下
に
あ
っ
て
は
、
が
け
の
高
さ
に
関
わ
ら
ず
、
図
２
‐
２
の
と
お
り
、
居
室
を
有
す
る
建
築
物
が
、
が
け
の
下
端
か
ら
五
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
範
囲
に
あ
る
場
合
。

(

参
考
：
土
砂
災
害
防
止
法
施
行
令
第
二
条) 

(

ハ)
 

が
け
の
上
に
あ
っ
て
は
、
構
造
計
算
等
に
よ
り
建
築
物
の
安
全
性
が
確
認
で
き
る
場
合
。
た
だ
し
、
小
規
模
な
構
造
計
算
不
要
な
建
築
物
（
木
造
２
階
建
て
程
度
）
に
限
り
、

深
基
礎(

図
２
‐
３)

や
杭
基
礎
（
図
２
‐
４
、
支
持
杭
に
限
る
）
、
地
盤
改
良
（
図
２
‐
５
、
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を
用
い
た
深
層
混
合
処
理
工
法
の
接
円
配
置
や
ラ
ッ
プ

配
置
で
地
盤
の
流
失
を
防
ぐ
も
の
、
及
び
浅
層
混
合
処
理
工
法
）
等
、
基
礎
を
が
け
の
下
端
か
ら
水
平
面
と
三
十
度
を
な
す
角
度
以
深
ま
で
下
げ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
建

築
物
の
荷
重
が
が
け
及
び
既
設
の
擁
壁
に
構
造
上
不
利
な
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
、
か
つ
、
が
け
の
崩
壊
の
際
に
も
建
築
物
の
安
全
が
保
た
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
。 

 

＊ 

地
盤
改
良
の
考
え
方
は
、
改
良
地
盤
の
設
計
及
び
品
質
管
理
に
お
け
る
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
「
財
団
法
人 

日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
」
の
（
〔
が
け
の
上
の
宅
地
に
地
盤
改
良

を
採
用
す
る
場
合
の
留
意
点] 

が
参
考
に
な
る
。 

（
三
）
構
造
耐
力
上
安
全
な
擁
壁
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
き
と
は
、
既
存
の
擁
壁
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
は
勿
論
、
建
築
物
を
建
築
す
る
の
と
同
時
に
擁
壁
を
設
置
す
る
場
合
を
含

む
。
こ
の
場
合
の
擁
壁
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
四
十
二
条
に
規
定
さ
れ
た
擁
壁
と
す
る
。
同
条
に
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
石
造
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
腐
食

し
な
い
材
料
を
用
い
た
構
造
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
項
第
一
号
で
規
定
し
て
い
る
と
お
り
、
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
擁
壁
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
す
る

こ
と
。
同
項
第
二
号
よ
り
、
原
則
と
し
て
、
擁
壁
の
上
端
付
近
で
の
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
が
地
盤
へ
浸
透
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
地
盤
面
を
不
透
水
性
の
材
料
で
お

お
い
、
擁
壁
の
反
対
方
向
に
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
が
流
れ
る
よ
う
に
勾
配
を
と
る
こ
と
や
、
Ｕ
字
溝
等
を
設
置
し
地
表
水
を
排
水
溝
に
集
中
さ
せ
処
理
す
る
こ
と
な
ど
の
排
水

措
置
を
施
す
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
八
条
（
練
積
み
擁
壁
）
な
ど
の
底
版
の
接
す
る
地
盤
の
許
容
応
力
度
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第

九
十
三
条
、
平
成
十
三
年
国
交
告
第
千
百
十
三
号
等
で
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

構
造
耐
力
上
安
全
な
擁
壁
と
は
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
、
確
認
、
検
査
済
を
受
け
た
擁
壁
の
ほ
か
、
他
法
令
に
基
づ
く
次
の
各
号
の
一
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

(

イ)
 

宅
地
造
成
等
規
制
法
第
八
条
の
許
可
を
受
け
、
同
法
第
十
三
条
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
区
域
内
の
擁
壁
。 

(

ロ) 

都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
の
許
可
を
受
け
、
同
法
第
三
十
六
条
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
区
域
内
の
擁
壁
。 

(

ハ)
 

宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
第
七
条
の
確
認
を
受
け
、
同
条
例
第
十
一
条
に
よ
る
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
区
域
内
の
擁
壁
。 

(

ニ) 

都
市
計
画
法
施
行
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
事
務
（[

旧]

住
宅
地
造
成
事
業
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
事
務
を
含
む
。）
で
検
査
済
証
の
交
付
を
受
け
た
区
域
内
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の
擁
壁
。 

(
ホ) 
道
路
事
業
・
河
川
事
業
・
鉄
道
事
業
等
の
法
律
に
基
づ
き
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
四
十
二
条
第
一
項
又
は
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
擁
壁
と
同
程
度
の
構
造
種
別
で
施
工
さ
れ
た
も
の
で
完
了
検
査
を
さ
れ
て
い
る
擁
壁
。
た
だ
し
、
関
係
部
署
と
の
協
議
に
よ
り
載
荷
重
等
の
設
計
条
件
な
ど
か
ら
擁
壁
の

安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
。 

さ
ら
に
、
既
設
の
擁
壁
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
、
確
認
・
検
査
状
況
の
ほ
か
、
管
理
状
況
を
確
認
し
、
総
合
的
に
構
造
耐
力
上
の
安
全
が
確
認
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。
少
な
く
と
も
、
適
正
に
維
持
保
全
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
擁
壁
に
割
れ
、
歪
み
、
傾
斜
等
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
必
要
な
補
修
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。 

（
四
）
が
け
の
形
状
及
び
土
質
に
よ
り
が
け
の
崩
壊
の
お
そ
れ
が
な
い
と
き
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
が
考
え
ら
れ
る
。 

(

イ)
 

宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
・
ロ
に
該
当
す
る
が
け
で
、
同
令
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
が
け
面
の
保
護
及
び
同
令
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
排

水
処
理
施
設
の
設
置
が
な
さ
れ
て
お
り
、
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
と
き
、
又
は
建
築
物
の
建
築
を
す
る
と
き
と
同
時
に
こ
れ
ら
の
対
策
工
事
を
行
う
と
き 

(

ロ)
 

が
け
の
下
に
あ
っ
て
は
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
の
施
工
に
よ
り
、
が
け
の
崩
壊
に

よ
る
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
な
い
状
態
に
あ
る
と
き 

(

ハ)
 

が
け
の
下
に
あ
っ
て
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
い
て
原
因
地
対
策
施
設
の
効
果
評
価
に
よ
り
、
土
石
等
の
移
動
に
よ
る
力
、
高
さ
及
び
土
石
等
の
堆
積
に
よ
る
力
が
生

じ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
区
域
内
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
の
が
け
対
策
の
工
作
物
で
あ
る
と
当
該
市
町
村
を
所
管
す
る
各
土
木
事
務
所
で

確
認
で
き
る
と
き 

(

ニ)
 

そ
の
他
前
三
項
と
同
等
以
上
の
安
全
性
及
び
十
分
な
耐
久
性
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
、
構
造
上
の
検
討
も
し
く
は
公
的
資
料
等
に
よ
り
確
認
で
き
る
工
作
物
が
、
当
該
建
築
物

に
対
し
有
効
に
設
置
さ
れ
て
い
る
と
き 

 



第ニ章 がけ付近の建築物の敷地等及び大規模な建築物の敷地と道路との関係（第三条のニ－第五条） 

 - 9 -  
 

○がけの高さ及び規制する区域 

・がけの判定の高さ及びがけの上の規制範囲を求める高さは、がけの下端からの 30度勾配線

を超える部分について、がけの下端よりその最高部までの高さのＨとする。 

・がけの下の規制範囲は、斜面の接点を通る１：２の角度（約２６．６度）の勾配線と G.L

の交点までとする。（Ｈ’が２ｍ以下の場合も含む。） 

図 0-3：２段以上のがけがある場合 

・がけの下端（F点）が AE 線の内側か外側かによってがけの高さを算定する。 

・ABCDE の場合は、一体のがけとみなし、がけの高さは H1+H2 とみる。 

・ABFGE の場合は、ABF と FGE の 2つのがけとみなし、がけの高さはそれぞれ H2 と H1 と

みる。 

30° 

H1 

H2 

A 

B 

D G E 

C F 

2 
1 

図 0-1：規制する範囲 

規制範囲 

1.5H 

2.0H 

H＞2m 

G.L 30° 
がけの下端 

がけの上端 

2 
1 

図 0-2：がけの上端が明確でない場合の考え方の例 

規制範囲 

1.5H 

2.0 H’ 

H＞2m 

G.L 30° 

接点 

H’ 

約 26.6° 

H’は接点の高さ 
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○第一項第一号 

図 1-1：イ 建築物の外壁及び構造耐力上

主要な部分を鉄筋コンクリー

ト造にする場合 

RC 造の 

基礎梁・壁 がけ 

図 1-2：ロ がけの崩壊に対して建築物の

安全上支障のない待受け擁壁

を設置する場合 

待受け擁壁 

がけ 

記号の説明 

Fsm : 急傾斜地の崩壊に伴う土石等の移動による最大の力の大きさ 

hsm : 急傾斜地の崩壊に伴い移動する土石等の高さ 

Fsa : 急傾斜地の崩壊に伴う土石等の堆積による最大の力の大きさ 

hsa : 急傾斜地の崩壊に伴い堆積する土石等の高さ 

○がけの下に 30度以下の勾配がある場合の規制範囲の考え方について 
・地表面が水平面になす角度が 30度を超える部分のうち、最も低い位置をがけの下端とする。 
・ただし、30 度以下の勾配の部分が上から落下し堆積したものと判断できるものは、30 度以
下の勾配の高さも考慮することが望ましい。 

30°以下 

の勾配 

図 0-4：がけの下に 30度以下の勾配がある場合 

規制範囲 

1.5H 

2.0H 

H＞2m 

G.L 

30° 
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図 1-5：平成１３年国土交通省告示第３３２号の計算方法による当該がけ崩壊による 

土石等の移動による力（Fsm）、土砂等による堆積による力(Fsa)の算出フロー 

○第一項第一号に基づく耐力計算の考え方の例(令 80条の 3) 

高さ H 

hsm 

Fsm 

傾斜度θu 

高さ H 

hsa 

Fsa 

傾斜度θu 

図 1-3：移動の力（Fsm） 

図 1-4：堆積の力（Fsa） 

※土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に指定されている場合は、知事が定めた土石等の

移動による力及び土石等の堆積による力、高さを用いて検討する。 

※崩土の土質定数等は地質調査等により設計者が設定する。又は、「基礎調査マニュアル」及

び「道路土工 擁壁工指針」等を参考に実況に応じて設定するものとする。 

（参考資料 表 参考．１移動の力や堆積の力の計算に必要な諸定数の参考値を参照） 

※移動による力は、傾斜度θが４０度前後で最大となるので、安全側に大きな力で検討する

ことが望ましい。 

上記により、がけの崩壊による外力、高さを算出し、平成１３年国土交通省告示第３８３号により建築物の外

壁等の構造計算を行う 
 
判定条件（待受け擁壁の場合） 
・衝撃力作用時（滑動安全率 Fs＞1.0、転倒 e≦B/3、 

 基礎地盤の支持力ｑ≦qu／Fs  Fs=1.0 qu：地盤の極限支持力） 
・崩壊土砂堆積時（滑動安全率 Fs≧1.2、転倒 e≦B/3 、基礎支持地盤の支持力 ｑ≦qu／Fs Fs=2.0） 
・躯体は終局強度又は許容応力度により検討 

崩壊による土石等の量及び 
堆積幅の設定（表 参考.3参照） 

崩壊による移動高（hsm）の設計 
（１ｍ） 

崩土の土質定数等（σ,c,ρm,γ,φ,fb,δ） 
の設定（表 参考.1参照） 

移動による力（Fsm）の算出 堆積による力（Fsa）の算出 

下式により下端から水平距離（X）に応じて 
（Fsm）を算定 

Fsm = ρ ∙ g ∙ hsm ba 1 − exp(−2a ∙ H hsm ∙ sinθ⁄ ) cos (θ
− θ ) exp − 2a ∙ Xhsm + ba 1 − exp(−2a ∙ X hsm⁄ )  

 

bu = cosθu tanθu − (σ − 1)c(σ − 1)c + 1 tan∅   

a = 2(σ − 1)c + 1 fb 

bd = cosθd tanθd − (σ − 1)c(σ − 1)c + 1 tan∅  

 
下式により下端から水平距離（X）に応じて 

（Fsa）を算定 

Fsa = γ ∙ hsa ∙ cos ∅
cosδ 1 + sin(∅+ δ) ∙ sin∅ cosδ⁄  

下端からの距離（X）に応じた 
崩土の堆積高（hsa）の計算 

例）hsa = W tan φ＋4Wh tanφ− Wtanφ  
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○第一項第二号のがけの下の緩和（例） 

図 2-2：がけの下端から 50m 以上離れている場合 

(参考：土砂災害防止法施行令第二条) 

○第一項第二号のがけの上の緩和（例） 
・深基礎の考え方の例 

・建築基礎の根入れ深さは、安息角以深とする。 
※安息角：30度、又は土質試験結果（三軸圧縮試験など）から

求まる安息角 
 

図 2-3：深基礎の場合 

がけの下の規制範囲 

G.L 

２H 

谷や川 

図 2-1：がけと宅地の間に谷や川がある場合 

・崩壊する土砂等が谷や川に落ち、宅地への影響

が低減される場合は規制範囲を緩和できる。 

G.L 

50m 

H 

1.5H 

30° 

がけの上の規制範囲 
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・杭の根入れ深さは、外側部分の地盤の拘束を無視し安息角以深で支持力が確保で

きる位置まで打ち込むこと。 
・安息角線と基礎の底版下面との交点より内側の杭本数の割合が全体本数の１／２

以上になるようにする（長期の検討のみ可）。１／２未満となる場合は、外側部

分の地盤の拘束を無視し、短期の検討も行うなど安全性を確保する必要がある。 

図 2-4：杭基礎の場合 

1.5H 

30° 

がけの上の規制範囲 

A B 

A≦B 

外側 内側 

図 2-5：地盤改良（深層混合処理工法）の場合 

・がけの安息角以深をセメント系固化材を用いた深層混合処理工法で地

盤改良する。接円配置やラップ配置のブロック形式とし、地盤の流失

を防ぐ。非ラップ配置（杭配置）、ラップ配置（杭形式）は不可。 

（参照：建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針） 
（参照：改良地盤の設計及び品質管理における実務上のポイント） 
・六価クロムの溶出による土壌汚染等の注意が必要である。 

1.5H 

30° 

がけの上の規制範囲 

○第一項第二号のがけの上の緩和（例） 
・杭基礎の考え方の例 

○第一項第二号のがけの上の緩和（例） 
・地盤改良の考え方の例 
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 ○第一項第四号のがけの崩壊のおそれがないと判断する際の

考え方の例（宅地造成等規制法施行令第６条） 

（擁壁の設置に関する技術的基準）  

第六条  法第九条第一項の政令で定める技術的基準のうち擁壁の設置に関するものは、次のとお

りとする。  

一  切土又は盛土（第三条第四号の切土又は盛土を除く。）をした土地の部分に生ずる崖面で

次に掲げる崖面以外のものには擁壁を設置し、これらの崖面を覆うこと。 

イ 切土をした土地の部分に生ずる崖又は崖の部分であつて、その土質が別表第一上欄に掲げ

るものに該当し、かつ、次のいずれかに該当するものの崖面 

（１） その土質に応じ勾配が別表第一中欄の角度以下のもの 

（２） その土質に応じ勾配が別表第一中欄の角度を超え、同表下欄の角度以下のもの（その

上端から下方に垂直距離５メートル以内の部分に限る。） 

ロ 土質試験その他の調査又は試験に基づき地盤の安定計算をした結果崖の安定を保つため

に擁壁の設置が必要でないことが確かめられた崖面  

二  前号の擁壁は、鉄筋コンクリート造、無筋コンクリート造又は間知石練積み造その他の練積

み造のものとすること。  

２  前項第一号イ（１）に該当する崖の部分により上下に分離された崖の部分がある場合におけ

る同号イ（２）の規定の適用については、同号イ（１）に該当する崖の部分は存在せず、その

上下の崖の部分は連続しているものとみなす。 

 

別表第一（第六条関係） 

上欄 中欄 下欄 

土質 擁壁を要しない勾配

の上限 

擁壁を要する勾配の

下限 

軟岩（風化の著しいものを除く。） ６０度 ８０度 

風化の著しい岩 ４０度 ５０度 

砂利、真砂土、関東ローム、硬質粘土その他これらに

類するもの 
３５度 ４５度 

 



第ニ章 がけ付近の建築物の敷地等及び大規模な建築物の敷地と道路との関係（第三条のニ－第五条） 

 - 15 -  
 

 
 

○第一項第四号のがけの崩壊のおそれがないと判断する際の

考え方の例（宅地造成等規制法施行令第６条） 

擁
壁
が
必
要 

擁
壁
を
要
し
な
い
部
分 

Am 

Bm 

高さは関係ない 

擁壁を要する勾配の下限以下の勾配 

擁壁を要する勾配の下限以下の勾配 

擁壁を要しない勾配の上限以下の勾配 

A+B=5m以下 

図 4-3 宅地造成等規制法施行令第６条第２項の考え方 

原則５m
以下 

擁壁を要する勾配の下限 
例）軟岩→θ＝80° 

５
ｍ
以
下 

θ 

図 4-2 宅地造成等規制法施行令第６条第１項第一号イ（２）の考え方 

擁壁を要しない勾配の上限 
例）軟岩→θ＝60° 

高
さ
は
関
係
な
い 

θ 

図 4-1 宅地造成等規制法施行令第６条第１項第一号イ（１）の考え方 
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特定開発行為許可マニュアル（案）-技術指針編（急傾斜地の崩壊）-より 

（財）砂防フロンティア整備推進機構：土砂災害防止に関する基礎調査の手引き1-より 
 

移動の力や堆積の力の計算に用いる定数  

土質定数については、既存の調査資料がある場合はそれを用いる。既存資料がない場合は、「基礎

調査マニュアル」及び「道路土工 擁壁工指針」等を参考に実況に応じて設定するものとする。  

【解 説】  

対策工の設計に伴う既存のボーリング調査や各種土質試験結果など詳細な資料がある場合は、そ

れらの資料に示される定数を用いる。  

既存の土質資料がない場合は「基礎調査マニュアル」および「道路土工 擁壁工指針」等を参考

に定めた表 参考.１に示す値を用いることができる。表 参考.１の土石等の単位体積重量および内
部摩擦角については、表 参考.２に示す基礎調査マニュアルで土質試験のない場合の区域設定に用
いる値である。この値を用いる場合には、開発予定地に分布する地質および土質区分を現地調査に

より確認すること。  

 

表 参考．１ 移動の力や堆積の力の計算に必要な諸定数の参考値 
項 目 説明 記号 単位 参考値

急傾斜地の崩壊に伴う

土石等の比重

土石等の固体部分を構成する重さと水の重さの比であ

り、固体部分の構成により異なる。
σ － 2.61）

急傾斜地の崩壊に伴う

土石等の容積濃度

土石等における間隙部分を除いた固体部分の容積の割合

である。 既往の実験結果によれば、土石等の容積濃度

として0.45～0.55程度と報告されている。

ｃ － 0.51）

土石等の密度

土石等の単位体積当たりの質量で、既往の研究成果によ

れば、土石等の内部の間隙が水で飽和されているとする

と、土石等の密度は「ρ＝（σ-1）C+1」で求まる。
ρｍ t/m3 1.81）

不明な場合 20

洪積層分布域 182）

第三紀層分布域 192）

洪積層分布域 302）

第三紀層分布域 302）

急傾斜地の崩壊に伴う

土石等の流体抵抗係数

土石等が移動する際の抵抗を示す係数で、既往の実験に

よれば、粗度のある斜面において土石等の変形が進んだ

場合、流体抵抗係数は0.015～0.06の範囲にある。
ｆｂ ― 0.0251）

kN/m3

φ °

土石等の単位体積重量
急傾斜地崩壊防止対策工事の設計では、「道路土工 擁

壁工指針」を参考にできる。

急傾斜地の崩壊に伴う

土石等の内部摩擦角

急傾斜地崩壊防止対策工事の設計では、「道路土工 擁

壁工指針」を参考にできる。

γ

 
注１）（財）砂防フロンティア整備推進機構：土砂災害防止に関する基礎調査の手引き、2001 
注２）基礎調査マニュアル（案）千葉県 2005.1（表 ３.２参照） 
 

表 参考．２ 土質定数設定値（基礎調査マニュアル） 

 
※ シルト・粘性土主体の地質状況の場合は25度とする。 

 

土石等の移動高さ（hsm）：原則、最大崩壊深2.0ｍとし、hsm＝1.0ｍとする。 

単位体積重量 内部摩擦角φ

(kN/ｍ3) (°)
洪積層分布域 砂質土 18 30※

第三紀層分布域 風化堆積岩 19 30

区分 地質

参考資料 
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特定開発行為許可マニュアル（案）-技術指針編（急傾斜地の崩壊）-より 

土砂災害防止法 基礎調査マニュアル（案）（急傾斜地の崩壊編）-より 

 

急傾斜地の崩壊に伴う土石等の堆積高(hsa)の算出 

堆積高の算出にあたっては、まず水平に土石等が堆積するときの堆積高：ｈ1（ｍ）を算出し、得

られた値をもとに土石等が堆積勾配をもって堆積するときの堆積高：hsa（ｍ）を求めるものとす

る。 

 

)u90tan(
)u90tan(S2XX

h
2

11
1  

 
ｈ1  ：水平に土石等が堆積するときの堆積高（ｍ） 

Ｓ  ：土石等の断面積（単位あたりの土砂量）＝V/W（m2） 

Ｖ  ：崩壊土量（m3） 

Ｗ  ：最大崩壊幅（m） 

θu ：斜面の傾斜度（°） 

Ｘ1  ：急傾斜地下端からの距離（m） 

 

hsa
tan

hsa2W2
2
1Wh1

φ
 

φ：堆積勾配（＝土石等の内部摩擦角とする）（°） 

 

以上より堆積高hsaは、 
 

2
tanWh4tanWtanW

hsa 1
22 φφ＋φ

 

 

堆積高hsa＞０より、 
 

φφφ tanWtanWh4tanW
2
1hsa 1

22  

 

又は、崩壊する土石量を安全側に想定し、がけと建物との距離から高さを求める方法もある。 

参考資料 
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崩壊土量（V）崩壊幅（W）の設定 

現状とかけ離れている場合は、現状から崩壊土量、崩壊幅を推測する。 

 

急傾斜地の高さ 崩壊土量V（m3） 崩壊幅W（m）

 5≦H＜10 40 14

10≦H＜15 80 17
15≦H＜20 100 19
20≦H＜25 150 21
25≦H＜30 210 24
30≦H＜40 240 25
40≦H＜50 370 29
50≦H      500 32

表 参考．３　斜面高さごとの崩壊土量（90％値）

  崩壊幅は、全国の斜面災害データから崩壊土量と崩壊幅の関

係について求めた近似式（W=3.94V0.366）に崩壊土量を代入す
ることにより算出した値である。

  「衝撃力と崩壊土砂量を考慮した擁壁の設計手法について」
（国土交通省河川局砂防部保全課事務連絡　H15.10.21）  

 

 

参考資料 

図 参考-1：千葉県の地質 
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〔
解
説
〕
本
条
は
、
大
規
模
な
建
築
物
の
敷
地
が
道
路
に
接
す
る
長
さ
（
接
道
長
さ
）
に
つ
い
て
の
規
定
で
、
都
市
計
画
区
域
内
に
適
用
さ
れ
る
。 

一 

大
規
模
建
築
物
は
、
収
容
人
員
が
多
い
こ
と
、
出
入
す
る
自
動
車
等
の
数
が
多
い
こ
と
等
か
ら
通
行
の
安
全
上
の
配
慮
が
必
要
な
こ
と
、
ま
た
火
災
等
の
災
害
時
の
避
難
・
消
火

活
動
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
法
第
四
十
三
条
の
接
道
長
さ
の
規
定
に
上
乗
せ
し
て
、
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
の
敷
地
の
道
路
に
接
す

る
長
さ
を
六
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
た
。 

二 

た
だ
し
書
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
場
合
で
、
知
事
が
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
適
用
さ
れ
、
申
請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
て
総
合
的
に
判

断
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

・
当
該
建
築
物
の
敷
地
に
接
し
て
、
避
難
上
有
効
な
公
園
そ
の
他
の
公
共
的
空
地
が
あ
る
場
合 

 

・
当
該
敷
地
が
相
当
広
く
、
敷
地
内
に
お
い
て
消
防
活
動
に
利
用
で
き
る
空
地
及
び
建
築
物
に
収
容
さ
れ
る
人
員
が
一
時
避
難
の
場
所
と
し
て
使
用
で
き
る
空
地
が
あ
る
場
合 

・
敷
地
が
道
路
に
接
す
る
長
さ
が
基
準
の
数
値
に
欠
け
る
程
度
が
小
さ
い
場
合 

 

・
当
該
建
築
物
の
用
途
・
利
用
形
態
及
び
道
路
の
交
通
状
況
か
ら
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
場
合 

 

な
お
、
特
殊
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
別
途
定
め
る
制
限
が
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。 

 
 

            
 

 

 

道路

屋外駐車場

広場・緑地
超える建築物

延べ面積
１，０００㎡を

5m

超える建築物
１，０００㎡を
延べ面積

避難 ←

公園

道路
5m

 
(

大
規
模
な
建
築
物
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係) 

第
五
条 
延
べ
面
積
（
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
の
建
築
物
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
延
べ
面
積
の
合
計
。
第
五
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
建
築
物
の
敷
地
は
、
道
路
に
六
メ
ー
ト
ル
以
上
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
当
該
建
築
物
の
敷
地
の
周
囲
の
公
園
、
広
場
等
の
空
地
の
状
況
そ
の
他
土

地
の
状
況
に
よ
り
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（敷地に接して避難上有効な公園その

他の公共的空地がある場合の例） 

（敷地内において消防活動に利用

できる空地等がある場合の例） 
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第
三
章 

特
殊
建
築
物
の
敷
地
、
構
造
及
び
建
築
設
備 

 
 
 
 

第
一
節 

通
則 

          

〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
本
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
「
特
殊
建
築
物
」
の
範
囲
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

二 

第
一
号
は
、
法
別
表
第
一
（い）
欄
（一）
項
の
劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
観
覧
場
、
公
会
堂
、
集
会
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
政
令
で
定
め
る
も
の
。
法
別
表
第
一
（い）
欄
（二）

項
の
病
院
、
診
療
所
（
患
者
の
収
容
施
設
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
下
宿
、
共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
児
童

福
祉
施
設
等
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
含
む
。
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
）
。
法
別
表
第
一
（い）
欄
（三）
項
の
学
校
、
体
育
館
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
政
令
で
定
め
る
も

の
（
博
物
館
、
美
術
館
、
図
書
館
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
ス
キ
ー
場
、
ス
ケ
ー
ト
場
、
水
泳
場
又
は
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
場
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
）。
法
別
表
第
一
（い）
欄
（四）
項
の
百
貨
店
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
展
示
場
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
カ
フ
ェ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
バ
ー
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
遊
技
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
公
衆
浴
場
、

待
合
、
料
理
店
、
飲
食
店
又
は
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
（
床
面
積
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
を
除
く
。
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
）
の
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積

の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
集
会
場
に
つ
い
て
は
、
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
も
の
が
、
本
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
建
築
物
で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

三 

第
二
号
は
、
長
屋
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
が
、
本
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
建
築
物
で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で

あ
る
。 

四 

第
三
号
は
、
倉
庫
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
が
、
本
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
建
築
物
で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
。 

五 

第
四
号
は
、
自
動
車
車
庫
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
が
、
本
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
建
築
物
で
あ
る
こ
と
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。 

六 

第
五
号
は
、
自
動
車
修
理
工
場
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
が
、
本
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
建
築
物
で
あ
る
こ
と
を

定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

 

（
適
用
の
範
囲
） 

第
六
条 

こ
の
章
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
殊
建
築
物
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
当
該
各
号
に
定
め
る
面
積
を
超
え
る
も
の
に
限
り
、
適
用
す
る
。 

 

一 

法
別
表
第
一
(い)
欄
(一)
項
か
ら
(四)
項
ま
で
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物 

百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
集
会
場
は
、
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

 

二 

長
屋 

百
平
方
メ
ー
ト
ル 

三 

倉
庫 

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル 

四 

自
動
車
車
庫 

五
十
平
方
メ
ー
ト
ル 

五 

自
動
車
修
理
工
場 

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル 
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〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
第
六
条
に
規
定
す
る
特
殊
建
築
物
を
路
地
状
の
部
分
だ
け
で
道
路
に
接
す
る
敷
地
に
建
築
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
禁
止
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
都
市
計
画
区
域

内
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
特
殊
建
築
物
は
不
特
定
の
者
、
多
数
の
者
が
利
用
す
る
こ
と
、
火
災
発
生
の
恐
れ
又
は
火
災
荷
重
が
大
き
い
こ
と
、

緊
急
時
の
避
難
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
な
こ
と
、
自
動
車
の
出
入
り
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
付
近
の
通
行
へ
の
影
響
も
大
き
い
な
ど
、
そ
の
用
途
及
び
使
用
上
の
特
殊
性
か
ら
よ
り

安
全
性
が
要
求
さ
れ
る
の
で
、
原
則
と
し
て
路
地
状
の
部
分
だ
け
で
道
路
に
接
す
る
敷
地
に
特
殊
建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
避
難
及
び
通
行
上
の
安
全
を

図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

二 

た
だ
し
書
前
段
の
規
定
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
路
地
状
の
部
分
だ
け
で
道
路
に
接
す
る
敷
地
に
特
殊
建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
一
定
の
要
件
と
は
次
の
場
合
で
あ
る
。 

（一） 

こ
の
条
例
が
適
用
さ
れ
る
時
点
（
以
下
「
基
準
時
」
と
い
う
。）
の
床
面
積
の
合
計
の
範
囲
内
で
改
築
す
る
と
き
。 

（ニ） 

増
築
後
の
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
の
床
面
積
の
合
計
の
一
・
二
倍
を
超
え
な
い
と
き
。 

（三） 

路
地
状
の
敷
地
の
部
分
が
次
図
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
き
。 

三 

た
だ
し
書
後
段
の
規
定
は
、
知
事
が
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
適
用
さ
れ
、
申
請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
て
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ

り
、
想
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
第
五
条
た
だ
し
書
の
解
説
と
同
様
で
あ
る
。 

 

（
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
） 

第
七
条 
前
条
の
特
殊
建
築
物
は
、
路
地
状
の
部
分
だ
け
で
道
路
に
接
す
る
敷
地
に
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
又
は
知
事
が
当
該
建

築
物
の
敷
地
の
周
囲
の
公
園
、
広
場
等
の
空
地
の
状
況
そ
の
他
土
地
の
状
況
に
よ
り
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

こ
の
条
例
の
規
定
の
施
行
の
時
の
床
面
積
の
合
計
の
範
囲
内
で
改
築
す
る
と
き
。 

二 

増
築
後
の
床
面
積
の
合
計
が
こ
の
条
例
の
規
定
の
施
行
の
時
の
床
面
積
の
合
計
の
一
・
二
倍
を
超
え
な
い
と
き
。 

三 

路
地
状
の
部
分
の
幅
員
が
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
路
地
状
の
部
分
の
長
さ
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
路
地
状
の
部
分
の
幅
員
の
数
値
以
上
の
と
き
。 

二
十
五
を
超
え
る
も
の

二
十
を
超
え
二
十
五
以
内
の
も
の

十
を
超
え
二
十
以
内
の
も
の

十
以
内
の
も
の

路
地
状
の
部
分
の
長
さ

（
単
位
メ
ー
ト
ル
）

六 五 四 三

路
地
状
の
部
分
の
幅
員

（
単
位
メ
ー
ト
ル
）
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第
八
条 

学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
、
下
宿
又
は
児
童
福
祉
施
設
等
（
政
令
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
敷
地
は
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
に
応
じ
て
道
路
に
次
の
表
に
掲
げ
る
長
さ
以
上
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
知
事
が
当
該
建
築
物
の
敷
地
の
周
囲
の
公
園
、
広
場
等
の
空
地
の
状
況
そ
の
他
土
地
の
状
況
に
よ
り
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

 

五
百
を
超
え
千
以
内
の
も
の

二
百
を
超
え
五
百
以
内
の
も
の

百
を
超
え
二
百
以
内
の
も
の

そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積

の
合
計
（
単
位
平
方
メ
ー
ト
ル
）

五 四 三

敷
地
が
道
路
に
接
す
る
長
さ

（
単
位
メ
ー
ト
ル
）
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〔
解
説
〕 
一 
本
条
は
、
特
殊
建
築
物
の
う
ち
災
害
時
に
避
難
上
の
安
全
確
保
が
特
に
重
要
な
建
築
物
の
敷
地
が
道
路
に
接
す
る
長
さ
（
接
道
長
さ
）
に
つ
い
て
の
規
定
で
、
都
市
計
画
区
域
内

に
適
用
さ
れ
る
。 

二 

特
殊
建
築
物
の
う
ち
学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
、
下
宿
又
は
児
童
福
祉
施
設
等
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
。
な
お
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
第
五
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
本
条
で
は

床
面
積
の
合
計
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
学
校
と
は
、
各
種
学
校
を
含
み
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
も
該
当
す
る
。
児
童
福
祉
施
設

等
と
は
政
令
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
こ
の
規
定
は
第
五
条
と
同
様
、
上
記
の
よ
う
な
建
築
物
に
つ
い
て
、
避
難
及
び
通
行
上
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
法

第
四
十
三
条
の
接
道
長
さ
の
規
定
に
上
乗
せ
し
て
、
接
道
長
さ
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
を
図
示
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

建築物

道路

床面積の合計 道路に接する

１００を超え

２００以内

２００を超え

５００以内

５００を超え

１０００以内

３以上

４以上

５以上

道路に接する長さ

（単位　㎡） 長さ（単位　ｍ）

 

三 

た
だ
し
書
は
、
知
事
が
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
適
用
さ
れ
、
申
請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
て
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
想
定
さ

れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
第
五
条
た
だ
し
書
の
解
説
と
同
様
で
あ
る
。 

  

第
九
条 

削
除 

第
十
条 

削
除 
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〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
政
令
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規
定
す
る
建
築
物
の
種
類
を
指
定
し
た
も
の
で
、
都
市
計
画
区
域
内
に
適
用
さ
れ
る
。 

二 

便
所
の
構
造
制
限
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

・
不
浸
透
質
の
便
器
を
設
け
る
こ
と 

 

・
し
尿
の
臭
気
が
建
築
物
の
他
の
部
分
等
に
漏
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と 

 

・
便
槽
に
雨
水
、
土
砂
等
が
流
入
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と 

 

・
便
器
及
び
小
便
器
か
ら
便
槽
ま
で
不
浸
透
質
の
汚
水
管
で
連
結
す
る
こ
と 

 

・
水
洗
便
所
以
外
の
便
所
（
便
所
の
出
入
口
に
密
閉
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
大
便
所
）
の
窓
そ
の
他
換
気
の
た
め
の
開
口
部
に
は
、
は、
え、
を
防
ぐ
た
め
の

金
網
等
を
張
る
こ
と
。 

        

（
便
所
の
構
造
） 

第
十
一
条 

政
令
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
建
築
物
は
、
児
童
福
祉
施
設
等
、
診
療
所
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
遊
技
場
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、

共
同
住
宅
及
び
下
宿
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
と
す
る
。 
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第
二
節 

学
校 

       

〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
小
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
教
室
そ
の
他
の
児
童
、
生
徒
等
を
収
容
す
る
室
に
つ
い
て
は
、
四
階
以
上
の
階
に
設
け
る
こ
と
を
禁
止
し
た

も
の
で
あ
る
。 

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
六
日
に
公
布
さ
れ
た
「
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令(

平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
百
二
十

一
号)

」
の
制
定
に
よ
る
建
築
基
準
法
施
行
令
改
正
に
よ
り
、
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
に
つ
い
て
小
学
校
と
同
様
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
こ

の
条
例
に
も
本
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。 

 

二 

た
だ
し
書
は
、
知
事
が
当
該
建
築
物
の
避
難
施
設
、
消
火
設
備
等
の
状
況
に
よ
り
安
全
上
及
び
防
火
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
小
学
校
の
四
階
以
上
の
階
に
教
室
等
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
申
請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
少
な
く
と
も
次
の
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。 

 

・
四
階
以
上
の
階
に
設
け
ら
れ
る
児
童
を
収
容
す
る
室
の
用
途
は
、
特
別
教
室
又
は
高
学
年
児
童
の
使
用
す
る
一
般
教
室
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と 

 

・
そ
の
棟
の
居
室
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
難
燃
材
料
と
し
、
ま
た
、
廊
下
、
階
段
、
そ
の
他
の
通
路
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ

を
準
不
燃
材
料
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と 

 

・
四
階
以
上
の
階
に
お
い
て
は
、
教
室
等
の
各
部
分
か
ら
階
段
ま
で
の
距
離
が
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
と
な
る
よ
う
に
直
通
階
段
を
設
け
、
端
部
に
設
け
る
直
通
階
段
は
原
則
と
し
て

屋
外
避
難
階
段
で
あ
る
こ
と 

 

・
避
難
上
有
効
な
バ
ル
コ
ニ
ー
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
（
ま
た
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
の
児
童
の
転
落
防
止
に
は
十
分
な
配
慮
を
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
） 

 

・
消
防
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
消
防
設
備
等
の
設
置
及
び
維
持
の
基
準
を
満
足
す
る
も
の
の
ほ
か
、
消
防
法
施
行
規
則
第
三
十
一
条
の
基
準
に
適
合
す
る
連
結
送
水
管
を
設
け

た
も
の
で
あ
る
こ
と 

・
使
用
す
る
カ
ー
テ
ン
等
は
消
防
法
施
行
令
第
四
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
防
炎
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

  

（
四
階
以
上
に
設
け
る
教
室
等
の
禁
止
） 

第
十
二
条 
小
学
校(

義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

又
は
特
別
支
援
学
校
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
教
室
そ
の
他
児
童
、
生
徒
等
を
収

容
す
る
室
は
、
四
階
以
上
の
階
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
小
学
校
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
で
知
事
が
避
難
施
設
、
消
火
設
備
、
当
該
室
の
内
装
等
の
状
況
に
よ
り
安

全
上
及
び
防
火
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 
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〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
耐
火
建
築
物
、
準
耐
火
建
築
物
、
政
令
第
百
三
十
六
の
二
第
一
号
（
イ
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
以
外
の
木
造
の
校
舎
に
つ
い
て
防
火
上
、

安
全
上
の
観
点
か
ら
校
舎
の
本
屋
と
隣
地
境
界
線
と
の
間
に
は
一
定
の
距
離
が
必
要
と
な
る
旨
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

二 

必
要
と
な
る
距
離
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
が
、
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
隣
地
境
界
線
か
ら
の
距
離
が
二
メ
ー
ト
ル
未
満
の
部
分
の
外
壁
が
法
第
二
十
三
条
に
定
め

る
準
防
火
性
能
を
有
し
、
か
つ
避
難
上
支
障
が
な
け
れ
ば
こ
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。 

   

（
木
造
建
築
物
等
で
あ
る
校
舎
と
隣
地
境
界
線
と
の
距
離
） 

第
十
三
条 
木
造
建
築
物
等
で
あ
る
校
舎
（
耐
火
建
築
物
若
し
く
は
準
耐
火
建
築
物
又
は
政
令
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
（
イ
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る

も
の
を
除
く
。
）
の
本
屋
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
面
か
ら
隣
地
境
界
線
（
避
難
上
有
効
な
公
園
、
広
場
等
の
空
地
に
接
す
る
部
分
を
除
く
。
）
ま
で
の
距
離
は
、
二
メ

ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
隣
地
境
界
線
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
未
満
の
距
離
に
あ
る
当
該
校
舎
の
本
屋
の
外
壁
の
部
分
が
準
防
火
性
能
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
場
合
で
避
難
上
支
障
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 
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第
三
節 

劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
観
覧
場
、
公
会
堂
及
び
集
会
場 

                  

〔
解
説
〕
本
条
は
、
条
例
を
適
用
す
る
際
の
定
員
の
算
出
方
法
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
計
算
例
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

①
個
人
別
の
い
す
席
…
定
員
＝
い
す
席
数 

          

（
興
行
場
等
の
定
員
） 

第
十
三
条
の
二 

こ
の
節
の
規
定
に
お
い
て
、
劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
観
覧
場
、
公
会
堂
及
び
集
会
場
（
以
下
「
興
行
場
等
」
と
い
う
。
）
の
定
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
使
用
形
態
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
席
数
の
合
計
に
よ
る
。 

一 

個
人
別
に
区
画
さ
れ
た
い
す
席
を
設
け
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
に
あ
る
一
の
い
す
席
を
一
席
と
し
て
席
数
を
計
算
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
部
分
の
総
席
数 

二 

長
い
す
式
の
い
す
席
を
設
け
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
に
あ
る
一
の
い
す
席
ご
と
に
そ
の
正
面
の
幅
を
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
除
し
て
得
た
数
値
（
そ
の
数
値
に

一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
一
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
も
つ
て
当
該
い
す
席
の
席
数
と
し
て
席
数
を
計
算
し
た

場
合
に
お
け
る
当
該
部
分
の
総
席
数 

三 

ま
す
席
を
設
け
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
に
あ
る
一
の
ま
す
席
ご
と
に
そ
の
床
面
積
を
〇
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
除
し
て
得
た
数
値
を
も
つ
て
当
該
ま
す
席
の
席
数

と
し
て
席
数
を
計
算
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
部
分
の
総
席
数 

四 

桟
敷
席
を
設
け
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
と
し
て
使
用
さ
れ
る
桟
敷
席
の
区
画
ご
と
に
そ
の
床
面
積
を
〇
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
除
し
て
得
た
数
値
を
も
つ
て
当
該

区
画
の
席
数
と
し
て
席
数
を
計
算
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
部
分
の
総
席
数 

五 

立
見
席
を
設
け
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
と
し
て
使
用
さ
れ
る
区
画
ご
と
に
そ
の
床
面
積
を
〇
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
除
し
て
得
た
数
値
を
も
つ
て
当
該
区
画
の
席

数
と
し
て
席
数
を
計
算
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
部
分
の
総
席
数 

六 

使
用
形
態
が
特
定
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
と
し
て
使
用
さ
れ
る
区
画
ご
と
に
そ
の
床
面
積
を
〇
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
除
し
て
得
た
数
値
を
も
つ
て
当
該

区
画
の
席
数
と
し
て
席
数
を
計
算
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
部
分
の
総
席
数 

②長いす席 

②1.8÷0.4＝4.5 

→定員５人 

L＝1.8m 

③ ます席 

④ 桟敷席 

⑤ 立見席 

⑥ 不特定 

L＝１．2m 

Ｌ
＝
１
．
２
ｍ 

③④1.2×1.20÷0.3＝4.8 

→定員５人 

⑤1.2×1.20÷0.2＝7.2 

→定員 8 人 

⑥1.2×1.20÷0.5＝2.9 

→定員 3 人 
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（
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
） 

第
十
四
条 
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
敷
地
は
、
当
該
建
築
物
に
あ
る
興
行
場
等
の
定
員
の
合
計
数
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
数
値
以
上
の
幅
員
を
有
す
る
道
路
に

当
該
敷
地
の
外
周
の
長
さ
の
七
分
の
一
以
上
が
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

千
五
百
一
以
上

九
百
一
以
上
千
五
百
以
下

六
百
一
以
上
九
百
以
下

三
百
一
以
上
六
百
以
下

三
百
以
下

興
行
場
等
の
定
員
の
合
計
数
（

単
位
人
）

十
一

八 六 五 四

道
路
の
幅
員
（

単
位
メ
ー

ト
ル
）

 

 
 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
敷
地
の
外
周
の
長
さ
の
三
分
の
一
以
上
が
二
以
上
の
道
路
に
接
し
て
い
る
場
合
の
当
該
道
路
の
幅
員
は
、

当
該
建
築
物
に
あ
る
興
行
場
等
の
定
員
の
合
計
数
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
数
値
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

千
五
百
一
以
上

九
百
一
以
上
千
五
百
以
下

九
百
以
下

八 六 四

一
の
道
路

六 四 四

他
の
道
路

道
路
の
幅
員
（

単
位
メ
ー

ト
ル
）

興
行
場
等
の
定
員
の
合
計
数
（

単
位
人
）

 

 
 

３ 

前
各
項
の
規
定
は
、
知
事
が
当
該
建
築
物
の
敷
地
の
周
囲
の
公
園
、
広
場
等
の
空
地
の
状
況
そ
の
他
土
地
の
状
況
に
よ
り
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場

合
は
、
適
用
し
な
い
。 
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〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て
、
そ
の
定
員
の
合
計
数
の
区
分
に
応
じ
、
敷
地
が
接
す
べ
き
道
路
の
幅
員
に
つ
い
て
の
制
限
と
そ
の
例
外
を
定

め
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
計
画
区
域
内
に
適
用
さ
れ
る
。 

二 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
制
限
は
、
興
行
場
等
は
一
般
に
在
館
者
密
度
が
高
く
、
火
災
そ
の
他
緊
急
時
に
多
数
の
人
々
が
避
難
で
き
、
し
か
も
そ
の
際
消
防
車
等
の
活
動
を
妨
げ
る

こ
と
の
な
い
幅
員
を
も
つ
道
路
に
敷
地
が
接
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
項
は
、
敷
地
が
一
の
道
路
に
の
み
接
す
る
場
合
で
興
行
場
等
の
定
員
の
合
計
を
段
階
的
に
区

分
し
、
そ
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
敷
地
の
外
周
の
長
さ
の
七
分
の
一
以
上
が
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
路
の
幅
員
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
条
は
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
て
い
れ
ば
良
い
。 

 
 

 
 
 

 

 
 

 

三 

第
二
項
は
、
敷
地
が
二
以
上
の
道
路
に
接
す
る
場
合
の
規
定
で
、
一
方
向
の
道
路
に
対
し
二
方
向
以
上
の
道
路
が
敷
地
に
接
す
る
こ
と
は
、
当
然
、
避
難
や
消
防
活
動
上
有
利
で

あ
り
、
第
一
項
を
緩
和
し
た
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
興
行
場
等
の
定
員
の
合
計
を
段
階
的
に
区
分
し
、
そ
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
敷
地
の
外
周
の
長
さ
の
三
分
の
一
以
上
が

接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
以
上
の
道
路
の
幅
員
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

興行場等の定員の合計数 

       （単位 人） 

道路の幅員 

   （単位 ｍ） 

３００以下   ４  以上 

３０１以上 ６００以下   ５  以上 

６０１以上 ９００以下   ６  以上 

９０１以上 １，５００以下   ８  以上 

１，５０１以上  １１  以上 

（第一項） 
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建
築
物

b d

a

c

敷地は道路に１／３以上接すること

道路

道
路

（（注）a＋d≧(a+d+c+d)/3) 

一の道路 他の道路
900以下 4 4
901以上 1,500以下 6 4

1,501以上 8 6

興行場等の定員の合計数
(単位　人）

道路の幅員
（単位　ｍ）

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

１２ｍ道路

隣地

敷地内空地

収容人員２，０００人

以上の興行場

５ｍ道路

避難

５
ｍ
道
路

外周の1/7を

少し欠ける

←

↓

避難

L

←

避難

公園・広場

 

 

  

四 

第
三
項
は
、
知
事
が
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
適
用
さ
れ
、
申
請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
て
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。
想
定
さ
れ

る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
第
五
条
た
だ
し
書
の
解
説
と
同
様
で
あ
る
。 

   

(第二項) 

(第三項の例) 
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           〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
興
行
場
等
に
お
け
る
前
面
空
地
の
設
置
義
務
を
課
す
る
と
と
も
に
そ
の
要
件
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
計
画
区
域
内
外
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
。
本
条
の
趣
旨
と

し
て
は
、
興
行
場
等
は
、
そ
の
用
途
上
使
用
す
る
人
数
が
一
時
的
に
集
中
す
る
た
め
通
常
の
通
行
及
び
火
災
等
非
常
時
の
避
難
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

二 

前
面
空
地
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
数
値
以
上
の
面
積
が
必
要
で
あ
り
、
主
要
出
入
口
の
前
面
に
設
け
る
こ
と
と
な
る
が
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
主
要
出
入

口
は
道
又
は
屋
外
の
通
路
に
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

三 

第
三
項
は
、
前
面
空
地
の
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
部
分
に
は
、
主
要
構
造
部
が
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
建
築
物
の
部
分
を
突
出
し

て
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

四 

第
四
項
は
、
興
行
場
等
が
、
百
貨
店
や
ビ
ル
等
複
合
用
途
建
築
物
の
二
階
以
上
又
は
地
階
に
あ
る
場
合
に
は
そ
の
階
の
床
を
地
盤
面
と
み
な
し
て
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を

適
用
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
興
行
場
等
の
主
要
出
入
口
が
避
難
階
に
あ
る
場
合
は
、
そ
の
建
築
物
か
ら
外
部
に
通
ず
る
出
入
口
の
ひ
と
つ
を
主
要
出
入
口
と
み
な
し
、
前
三
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
本
項
を
適
用
し
、
建
築
物
の
内
部
に
前
面
空
地
を
確
保
し
た
場
合
は
、
外
部
に
確
保
す
る
必
要
は
な
い
。 

 

（
前
面
空
地
） 

第
十
五
条 

興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
は
、
そ
の
敷
地
内
に
、
そ
の
主
要
出
入
口
の
前
面
に
沿
つ
た
空
地
（
以
下
「
前
面
空
地
」
と
い
う
。
）
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。 

２ 

前
面
空
地
の
面
積
は
、
〇
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
当
該
建
築
物
に
あ
る
興
行
場
等
の
定
員
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
面
空
地
の
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
部
分
に
は
、
主
要
構
造
部
が
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
建
築
物
の
部
分
（
不
燃
材
料
で
造
ら

れ
た
出
窓
、
ひ
さ
し
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
突
き
出
し
て
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

興
行
場
等
の
主
要
出
入
口
が
避
難
階
以
外
の
階
に
あ
る
と
き
は
、
そ
の
階
に
お
け
る
興
行
場
等
の
主
要
出
入
口
の
前
面
に
沿
つ
た
空
間
を
前
面
空
地
と
み
な
し
て
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 
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                   〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
興
行
場
等
の
出
入
口
の
数
、
幅
員
、
設
置
場
所
等
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
計
画
区
域
の
内
外 

を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
。 

二 

第
一
号
は
、
火
災
そ
の
他
緊
急
時
に
避
難
者
が
一
つ
の
出
入
口
に
集
中
し
な
い
よ
う
出
入
口
を
二
箇
所
以
上
設
け
る
こ
と
を
義
務 

付
け
た
も
の
で
あ
り
、
避
難
方
向
が
一
方
向
に
偏
ら
な
い
よ
う
避
難
上
有
効
な
位
置
に
設
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三 

第
三
号
は
、
平
成
三
年
に
国
が
示
し
た
「
興
行
場
等
に
係
る
技
術
指
針
」
と
の
整
合
を
図
り
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上
を
確
保
す
る
こ 

と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

四 

第
四
号
は
、
定
員
に
応
じ
て
出
入
口
の
幅
員
の
合
計
が
大
き
く
な
る
よ
う
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

五 

第
二
項
及
び
第
三
項
は
、
出
入
口
が
面
す
る
屋
外
の
通
路
の
幅
員
等
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

六 

第
四
項
は
一
つ
の
建
築
物
の
中
に
複
数
の
興
行
場
等
が
設
置
さ
れ
る
場
合
又
は
興
行
場
等
以
外
の
用
途
と
複
合
し
て
設
置
さ
れ
る

場
合
に
、
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
（
一
つ
の
客
席
部
に
併
せ
て
設
け
ら
れ
る
客
用
廊
下
、
舞
台
、
楽
屋
等
を
含
む
一
団
の

部
分
）
か
ら
、
そ
の
他
の
部
分
へ
の
出
入
口
を
二
以
上
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、

興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
か
ら
直
接
屋
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
出
入
口
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
を
減
じ
た
数
と
し
て
良
い

こ
と
と
し
た
。
こ
の
場
合
を
図
示
す
れ
ば
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

（
屋
外
に
通
ず
る
出
入
口
等
） 

第
十
六
条 

興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
屋
外
に
通
ず
る
出
入
口
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

出
入
口
は
、
避
難
上
有
効
な
位
置
に
二
以
上
設
け
る
こ
と
。 

二 

出
入
口
は
、
道
（
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
は
、
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
第
四
十
四
条
第
二
項
第
一
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
又
は
屋
外
の
通
路

に
面
す
る
こ
と
。 

三 

出
入
口
の
幅
員
は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

四 

出
入
口
の
幅
員
の
合
計
は
、
〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
当
該
建
築
物
に
あ
る
興
行
場
等
の
定
員
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
建
築

物
の
二
以
上
の
階
に
興
行
場
等
が
あ
る
場
合
で
、
次
条
第
三
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
構
造
の
直
通
階
段
を
設
け
る
と
き
は
、
〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
各
階
の
興
行
場
等

の
定
員
の
合
計
数
の
最
大
の
階
に
お
け
る
当
該
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

出
入
口
が
面
す
る
屋
外
の
通
路
の
幅
員
は
、
そ
の
通
路
を
使
用
す
る
出
入
口
の
幅
員
の
合
計
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
通
路
は
、
道
、
公
園
、
広
場
そ
の
他
避
難
上
有
効
な
空
地
に
通
ず
る
よ
う
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
一
項
（
第
二
号
及
び
第
四
号
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
で
、
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
屋
外
に
通
ず
る

出
入
口
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
屋
外
に
通
ず
る
出
入
口
」
と
あ

る
の
は
「
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
で
、
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
屋
外
に
通
ず
る
出
入
口
で
な
い
も
の
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
二
以
上
」
と

あ
る
の
は
「
二
（
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
が
避
難
階
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
興
行
場
等
に
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
で
あ
つ
て
興
行
場
等
の
用
途
に

供
す
る
建
築
物
の
屋
外
に
通
ず
る
出
入
口
で
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
二
か
ら
当
該
屋
外
に
通
ず
る
出
入
口
で
あ
る
も
の
の
数
を
控
除
し
た
数
）
以
上
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

 

興行場等の

用途に供する
部分

他の用途

に供する
部分

▲ ▲

▲ A

B C

道路

A、B、 C：出入口

・第一項の規定により設ける
出入口　A、C　２か所

・第４項の規定により設ける

出入口　A、B ２か所
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             〔
解
説
〕 

 

一 

本
条
は
、
興
行
場
等
の
客
席
部
か
ら
の
円
滑
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
直
通
階
段
の
配
置
及
び
幅
員
等
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
号
及
び
第
二
号
に
よ
り
興
行
場
等
の
用

途
に
供
す
る
部
分
の
主
要
出
入
口
の
付
近
に
は
、
必
要
と
さ
れ
る
幅
員
の
二
分
の
一
以
上
の
幅
員
を
も
つ
直
通
階
段
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
般
に
避
難
者
が

非
常
時
に
最
初
に
避
難
し
よ
う
と
す
る
方
向
は
、
日
常
的
に
使
用
す
る
経
路
又
は
出
入
口
の
方
向
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。 

二 

第
四
号
は
、
火
災
時
に
客
席
部
か
ら
直
接
煙
が
階
段
室
に
流
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
た
規
定
で
あ
る
。 

三 

ら
せ
ん
階
段
や
折
り
返
し
階
段
の
踊
り
場
部
分
に
設
け
ら
れ
る
回
り
段
は
踏
み
面
の
寸
法
が
階
段
の
内
側
と
外
側
と
で
異
な
り
、
一
時
に
多
数
の
避
難
者
が
集
中
す
る
と
転
倒
す

る
等
の
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
第
五
号
に
よ
り
客
用
の
直
通
階
段
に
は
回
り
段
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 

   

（
直
通
階
段
の
配
置
等
） 

第
十
七
条 

興
行
場
等
の
客
用
の
直
通
階
段
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

直
通
階
段
は
、
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
又
は
客
用
の
廊
下
等
の
付
近
に
配
置
し
、
か
つ
、
当
該
直
通
階
段
の
一
以
上
は
、
主
要
出
入
口
の
付
近
に
配
置
す
る

こ
と
。 

二 

前
号
の
規
定
に
よ
り
主
要
出
入
口
の
付
近
に
配
置
さ
れ
た
直
通
階
段
の
幅
員
の
合
計
は
、
次
号
に
規
定
す
る
幅
員
の
合
計
の
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

三 

各
階
に
お
け
る
直
通
階
段
の
幅
員
の
合
計
は
、
〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
そ
の
直
上
階
以
上
の
階
（
地
階
に
あ
つ
て
は
、
当
該
階
以
下
の
階
）
の
興
行
場
等
の
定
員
の
合

計
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
直
通
階
段
を
特
別
避
難
階
段
又
は
前
室
若
し
く
は
バ
ル
コ
ニ
ー
付
の
屋
外
避
難
階
段
と
し
た
と
き
は
、
〇
・
八
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
に
興
行
場
等
の
定
員
の
合
計
数
の
最
大
の
階
に
お
け
る
当
該
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

四 

客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
か
ら
直
接
進
入
す
る
場
合
の
直
通
階
段
は
、
特
別
避
難
階
段
又
は
屋
外
避
難
階
段
と
す
る
こ
と
。 

五 

直
通
階
段
に
は
、
回
り
段
を
設
け
な
い
こ
と
。 
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                         〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
興
行
場
等
の
客
用
の
廊
下
の
幅
員
及
び
構
造
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
客
用
の
廊
下
と
は
、
避
難
経
路
に
使
用
さ
れ
る
廊
下
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
と
形
態
的
に
一
体
と
な
っ
て
い
る
部
分
も
含
む
も
の
で
あ
る
。 

二 

第
一
号
は
、
興
行
場
等
の
定
員
に
応
じ
た
廊
下
幅
を
規
定
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
そ
の
他
の
廊
下
と
は
、
長
さ
、
配
置
、
形
態
等
が
便
所
等
へ
行
く
た
め
だ
け
の
局
部
的
な
廊
下
で
、
緊
急
時
に
避
難
す
る
人
が
使
用
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
で
あ
る
。 

三 

第
三
号
は
、
第
一
号
に
よ
り
必
要
幅
を
確
保
し
た
廊
下
で
、
柱
型
な
ど
局
部
的
に
狭
く
な
る
も
の
を
除
い
て
避
難
方
向
に
狭
く
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。 

四 

第
四
号
は
、
避
難
経
路
に
不
慣
れ
な
避
難
者
が
廊
下
の
出
口
の
な
い
部
分
に
迷
い
込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
設
け
た
規
定
で
あ
る
。 

 

こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

（
客
用
の
廊
下
等
） 

 

第
十
八
条 

興
行
場
等
の
客
用
の
廊
下
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

廊
下
の
幅
員
は
、
興
行
場
等
の
定
員
に
応
じ
て
次
の
表
の
数
値
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

三
百
一
以
上

三
百
以
下

興
行
場
等
の
定
員
（

単
位
人
）

右
の
数
値
に
興
行
場
等
の
定
員
が
三
百

人
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
百
人
ま
で

ご
と
に
十
を
加
え
て
得
た
数
値

二
百

主
要
出
入
口
に
接
す
る
廊
下
の
幅
員

（

単
位
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）

同
上

百
二
十

そ
の
他
の
廊
下
の
幅
員

（

単
位
セ
ン
チ
メ
ー

ト

ル
）

 

 

二 

客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
の
扉
は
、
前
号
に
規
定
す
る
幅
員
の
二
分
の
一
以
上
を
妨
げ
な
い
こ
と
。 

三 

廊
下
の
幅
員
は
、
原
則
と
し
て
避
難
す
る
方
向
に
向
か
つ
て
狭
く
し
な
い
こ
と
。 

四 

廊
下
は
、
行
き
止
ま
り
状
と
な
る
部
分
の
長
さ
を
十
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
行
き
止
ま
り
状
の
部
分
の
先
端
付
近
に
避
難
上
有
効
な
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
こ
れ
に

類
す
る
も
の
を
設
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

五 

廊
下
に
高
低
差
を
設
け
る
場
合
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。 

イ 

傾
斜
路
と
す
る
場
合
は
、
こ
う
配
を
十
二
分
の
一
以
下
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

階
段
状
と
す
る
場
合
は
、
各
段
の
け
あ
げ
及
び
踏
面
が
均
一
で
あ
り
、
か
つ
、
け
あ
げ
は
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
、
踏
面
は
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

              
 



第三章 特殊建築物の敷地、構造及び建築設備  

 第三節 劇場、映画館、演芸場、観覧場、公会堂及び集会場（第１３条の２～第２２条の３） 

 - 35 - 

 
 
 

こ の 長 さ は １ ０ ｍ 以 下 と し な く て も よ い

≧２２０㎝

階段 廊下

客席部分
（定員５００人）

≧２２０㎝

≧２２０㎝
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                      〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
か
ら
直
接
出
る
こ
と
が
で
き
る
出
入
口
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
客
席
部
が
上
下
二
層
に
分
か
れ
て
い
る
な
ど
直
接
相
互
に

行
き
来
で
き
な
い
別
々
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
ご
と
に
各
号
を
適
用
す
る
。 

二 

第
一
号
は
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
ご
と
の
定
員
に
応
じ
て
必
要
な
出
入
口
の
数
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
客
席
か
ら
の
二
方
向
避
難
を
確
保
す
る
と
い
う
原

則
か
ら
、
客
席
部
か
ら
の
出
入
口
は
最
低
二
つ
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
で
述
べ
た
と
お
り
各
区
画
ご
と
に
適
用
を
受
け
る
た
め
、
ボ
ッ
ク
ス
席
等
の
極
め
て
小
規
模
な
客
席

部
に
対
し
て
は
二
つ
の
出
入
口
を
設
け
る
こ
と
は
事
実
上
困
難
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
も
低
い
こ
と
か
ら
、
定
員
が
三
十
人
以
下
の
部
分
は
一
か
所
で
良
い
こ
と
と
し
て
い
る
。 

三 

第
二
号
は
、
複
数
の
出
入
口
が
火
災
に
よ
る
煙
、
熱
等
に
よ
り
同
時
に
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
互
い
に
十
分
離
し
て
か
つ
避
難
上
有
効
な
位
置
に
設
置
す
る 

よ
う
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

四 

第
三
号
は
、
平
成
三
年
に
国
が
示
し
た
「
興
行
場
等
に
係
る
技
術
指
針
」
と
の
整
合
を
図
り
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

五 

第
四
号
は
、
通
過
人
数
に
応
じ
て
出
入
口
の
幅
員
の
合
計
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 （
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
） 

第
十
八
条
の
二 

興
行
場
等
の
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
は
、
当
該
出
入
口
の
設
け
ら
れ
た
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
ご
と
に
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

出
入
口
の
数
は
、
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
ご
と
の
定
員
に
応
じ
て
次
の
表
に
定
め
る
数
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

千
五
百
一
以
上

千
一
以
上
千
五
百
以
下

六
百
一
以
上
千
以
下

三
百
一
以
上
六
百
以
下

三
十
一
以
上
三
百
以
下

三
十
以
下

客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
ご
と
の
定
員
（

単
位
人
）

六 五 四 三 二 一
出
入
口
の
数

 

 

二 

出
入
口
を
二
以
上
設
け
る
場
合
は
、
避
難
上
有
効
に
配
置
す
る
こ
と
。 

三 

出
入
口
の
幅
員
は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

四 

出
入
口
の
幅
員
の
合
計
は
、
〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
ご
と
の
定
員
の
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 



第三章 特殊建築物の敷地、構造及び建築設備  

 第三節 劇場、映画館、演芸場、観覧場、公会堂及び集会場（第１３条の２～第２２条の３） 

 - 37 - 

           〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
避
難
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
客
席
の
構
造
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

二 

第
一
号
で
規
定
す
る
、
い
す
席
の
場
合
の
い
す
の
前
後
間
隔
の
測
定
は
、
人
が
着
席
し
て
い
な
い
状 

態
で
行
い
、
座
る
部
分
が
自
動
的
に
跳
ね
上
が
る
タ
イ
プ
で
は
、
跳
ね
上
が
っ
た
状
態
で
測
定
す
る
。 

三 

第
二
号
は
立
見
席
を
設
け
る
場
合
は
、
側
方
の
縦
通
路
の
一
部
を
立
見
席
と
す
る
と
避
難
路
と
し 

て
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
客
席
部
の
後
方
に
配
置
し
、
縦
通
路
に
面
す
る
こ
と
と
し
た
規
定
で 

あ
る
。 

四 

第
三
号
は
、
立
見
席
の
前
面
に
は
安
全
上
及
び
境
界
の
明
確
化
の
た
め
に
、
ま
た
、
主
階
以
外
の
客 

席
の
前
面
に
は
落
下
防
止
の
た
め
に
、
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
手
す
り
の
設
置
を
義
務 

づ
け
た
も
の
で
あ
る
。 

        

（
客
席
の
構
造
） 

第
十
八
条
の
三 

興
行
場
等
の
客
席
の
構
造
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

い
す
席
に
つ
い
て
は
、
い
す
の
前
後
間
隔
（
前
席
い
す
の
最
後
部
と
後
席
い
す
の
最
前
部
の
間
で
通
行
に
使
用
で
き
る
部
分
の
間
隔
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
水
平
投
影

距
離
で
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

二 

立
見
席
に
つ
い
て
は
、
立
見
席
以
外
の
客
席
の
後
方
に
配
置
し
、
縦
通
路
に
面
す
る
こ
と
。 

三 

立
見
席
の
前
面
及
び
主
階
以
外
に
あ
る
客
席
の
前
面
に
は
、
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
主
階
以
外
に
あ
る
客
席
の
前
面
に

広
い
幅
の
手
す
り
壁
を
設
け
る
こ
と
等
に
よ
り
安
全
上
支
障
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

四 

段
床
に
客
席
を
設
け
る
場
合
で
前
段
と
の
高
さ
の
差
が
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該
客
席
の
前
面
に
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
手
す
り
を

設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
客
席
の
前
面
に
広
い
幅
の
手
す
り
壁
を
設
け
る
こ
と
等
に
よ
り
安
全
上
支
障
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（客席の構造） 

≧35㎝

座る部分が自動的に跳ね上がるタイプ

座る部分が跳ね上がらないタイプ

≧35㎝

＜50㎝

＜50㎝
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                                 （
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
通
路
の
配
置
等
） 

第
十
八
条
の
四 

興
行
場
等
の
客
席
が
い
す
席
の
場
合
の
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
通
路
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

客
席
の
横
列
の
八
席
（
い
す
の
前
後
間
隔
が
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
増
す
ご
と
に
八
席
に
一
席
を
加
え
た
席
数
と
し
、
二
十

席
を
限
度
と
す
る
。
）
ま
で
ご
と
に
両
側
に
縦
通
路
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
縦
通
路
に
よ
つ
て
区
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
客
席
の
横
列
が
四
席
（
い
す
の
前
後
間
隔
が
三

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
、
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
増
す
ご
と
に
四
席
に
一
席
を
加
え
た
席
数
と
し
、
十
席
を
限
度
と
す
る
。
）
以
下
の
場
合
は
、
客
席
の
片

側
の
み
に
縦
通
路
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

縦
通
路
の
幅
員
は
、
客
席
が
そ
の
両
側
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
客
席
が
そ
の
片
側
の
み
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
と
す
る
こ
と
。 

三 

客
席
の
縦
列
の
二
十
席
ま
で
ご
と
に
横
通
路
を
設
け
、
そ
の
幅
員
は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

四 

縦
通
路
の
最
前
部
及
び
最
後
部
は
、
横
通
路
に
連
結
し
、
又
は
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
に
直
通
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
縦
通
路
の
最
前
部
及
び
最
後
部
か
ら

横
通
路
又
は
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
ま
で
の
長
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

五 

横
通
路
の
両
端
は
、
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
に
直
通
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
ま
で
の
長
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
両
側
に
幅
員
が
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
縦
通
路
を
設
け
、
か
つ
、
次
の
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
横
列
の
客
席
数
及
び
い
す
の
前

後
間
隔
に
応
じ
て
、
縦
列
の
客
席
数
ご
と
に
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
両
側
に
出
入
口
を
設
け
た
場
合
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
横
列

の
客
席
数
は
、
六
十
席
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。 

 

四
十
一
席
以
上
六
十
席
以
下

三
十
一
席
以
上
四
十
席
以
下

二
十
一
席
以
上
三
十
席
以
下

十
三
席
以
上
二
十
席
以
下

九
席
以
上
十
二
席
以
下

八
席
以
下

横
列
の
客
席
数

六
十
以
上

六
十
以
上

六
十
以
上

五
十
以
上

四
十
以
上

三
十
五
以
上

い
す
の
前
後
間
隔

（

単
位
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）

二
席
以
下

三
席
以
下

四
席
以
下

六
席
以
下

十
席
以
下

十
五
席
以
下

一
の
出
入
口
を
設
け
る

縦
列
の
客
席
数

 

３ 

興
行
場
等
の
客
席
が
ま
す
席
の
場
合
は
、
当
該
ま
す
席
は
、
幅
員
が
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
縦
通
路
又
は
横
通
路
に
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

通
路
を
傾
斜
路
と
す
る
場
合
は
、
こ
う
配
を
十
分
の
一
（
滑
り
止
め
等
を
設
け
た
と
き
は
、
八
分
の
一
）
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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〔
解
説
〕 

一 

第
一
項
は
い
す
席
を
設
け
る
場
合
の
客
席
部
分
の
通
路
の
配
置
等
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

第
一
号
及
び
第
二
号
は
、
客
席
の
横
列
の
一
定
の
座
席
以
内
ご
と
に
縦
通
路
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
及
び
そ
の
最
低
幅
員
を
定
め
て
い
る
。 

 

第
三
号
は
客
席
の
縦
列
の
二
十
席
以
内
ご
と
に
幅
員
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
横
通
路
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。 

 

第
四
号
及
び
第
五
号
に
よ
り
、
縦
通
路
は
横
通
路
及
び
客
席
部
の
出
入
口
に
直
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
横
通
路
は
客
席
部
の
出
入
口
に
直
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
縦
通
路
の
最
前
部
及
び
最
後
部
か
ら
横
通
路
又
は
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
ま
で
の
長
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き
は
、
行
き

止
ま
り
の
通
路
を
許
容
し
て
い
る
。
ま
た
、
た
だ
し
書
の
客
用
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
ま
で
の
長
さ
と
は
、
縦
通
路
と
横
通
路
の
中
心
線
が
交
差
す
る
点
か
ら
出
入
口
ま

で
の
距
離
で
あ
る
。 

二 

第
二
項
の
規
定
は
、
客
席
部
の
両
側
に
縦
通
路
の
み
を
設
け
た
客
席
配
置
形
式
（
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
形
式
と
呼
ば
れ
る
も
の
）
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
形
式
の
場
合
、
横
列
の
客

席
数
が
増
加
す
る
に
し
た
が
っ
て
い
す
の
前
後
間
隔
を
広
く
し
、
出
入
口
を
設
け
る
間
隔
も
短
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
項
と
同
等
の
避
難
上
の
安
全
性
を
確
保
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
第
二
項
に
よ
っ
た
場
合
は
第
一
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

三 

第
五
項
は
、
通
路
に
段
を
設
け
る
こ
と
を
原
則
禁
止
し
、
や
む
を
得
ず
段
を
設
け
る
場
合
の
規
定
で
あ
る
。 

５ 
通
路
に
は
、
段
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
段
床
を
縦
断
す
る
場
合
そ
の
他
客
席
の
構
造
上
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
通
路
を
階
段
状
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
階
段
状
の
通
路
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

各
段
の
け
あ
げ
及
び
踏
面
が
均
一
で
あ
り
、
か
つ
、
け
あ
げ
は
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
、
踏
面
は
二
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

二 

通
路
の
高
低
差
が
三
メ
ー
ト
ル
ま
で
ご
と
に
、
横
通
路
又
は
廊
下
等
に
連
絡
す
る
ず
い
道
に
通
じ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
通
路
の
こ
う
配
が
五
分
の
一
以
下
の
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 
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0 . 8m以 上

舞台

縦 通 路 の 行 き 止 ま り の 距 離 １ ０ ｍ 以 下

横 通 路 １ ． ０ ｍ 以 上

横 通 路 １ ． ０ ｍ 以 上

最
大

２
０

列

縦
通

路

縦
通

路

１ ６ 席 の 場 合
35+( 1 6 - 8) = 4 3㎝ 以 上

▲ ▲

▲
▲

▲
▲

最 大 ２ ０ 席 以 下 最 大 ２ ０ 席 以 下

0.6m以 上 0.6m以 上 
 

舞台

▲

▲

６０㎝以上

横列客席数31～ 40席

0.8m以上

の場合３列以内ごとに
出入口を設ける

最大６０席以下

▲

▲

0.8m以上  
 
 
 

３ｍ以下

３ｍ以下

横通路

こと。（通路の勾配が1/5を超える場合）

段のけ上げ１８㎝以下
踏み面２６㎝以上

高さ３ｍ以内ごとに、横通路または

ずい道を設けて廊下または出入口に通じさせる

 

    

第
十
九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で 

削
除 

            

（第１項） 

（第２項） 

（第５項） 
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〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
興
行
場
等
の
客
席
部
と
舞
台
部
と
の
防
火
区
画
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
舞
台
（
花
道
を
除
く
。
）
の
用
途
に
供
す
る
部
分
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
規
模
な
映
画
館
、
ホ
ー
ル
等
は
客
席
数
も
限
ら
れ
、
安
全
上
及
び
避
難
上
支
障
が
な
い
と

考
え
ら
れ
る
た
め
本
条
の
適
用
を
し
な
い
も
の
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

二 

第
一
項
は
、
定
員
が
三
百
人
を
超
え
る
興
行
場
等
に
つ
い
て
は
、
舞
台
部
分
と
客
席
部
分
と
を
区
画
す
る
た
め
、
政
令
第
百
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
時
間
準
耐
火
基
準
に

適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
額
壁
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
開
口
部
に
は
防
炎
幕
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
第
二
項
に
お
い
て
は
、
定
員
が
千
五
百
人
を
超
え
る

も
の
の
開
口
部
に
は
、
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
額
壁
及
び
自
動
閉
鎖
式
の
特
定
防
火
設
備
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。 

        

〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
興
行
場
等
の
主
階
が
避
難
階
以
外
に
あ
る
建
築
物
の
防
火
及
び
避
難
上
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
設
け
た
規
定
で
あ
る
。 

二 

第
一
項
は
、
こ
の
よ
う
な
建
築
物
は
防
火
及
び
避
難
上
安
全
性
が
劣
る
た
め
、
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
政
令
第
百
十
条
第
二
号

に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
及
び
階
数
が
三
以
下
で
、
延
べ
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
は
、
適
用
除
外
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

三 

第
二
項
は
、
こ
の
よ
う
な
建
築
物
で
他
の
用
途
と
の
複
合
建
築
物
の
場
合
に
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
を
政
令
第
百
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
時
間
準
耐
火
基
準
に

適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
又
は
壁
で
異
種
用
途
区
画
と
同
等
の
防
火
区
画
を
義
務
づ
け
た
も
の
で
あ
り
、
開
口
部
に
は
常
時
閉
鎖
又
は
煙
感
知
器
連
動
の
特
定
防
火
設
備
の
設
置

を
義
務
づ
け
て
い
る
。 

  

（
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
舞
台
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
の
区
画
） 

第
二
十
二
条 

定
員
が
三
百
人
を
超
え
る
興
行
場
等
は
、
舞
台
（
花
道
を
除
く
。
）
の
用
途
に
供
す
る
部
分
（
当
該
部
分
の
床
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
を
除
く
。
）

と
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
の
境
界
を
屋
根
裏
又
は
直
上
階
の
床
に
達
す
る
準
耐
火
構
造
の
額
壁
で
区
画
し
、
か
つ
、
そ
の
開
口
部
に
は
防
炎
幕
を
設
け
る
等
防
火
上
有
効

な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

定
員
が
千
五
百
人
を
超
え
る
興
行
場
等
は
、
前
項
の
境
界
を
屋
根
裏
又
は
直
上
階
の
床
に
達
す
る
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
額
壁
で
区
画
し
、
か
つ
、

そ
の
開
口
部
に
は
、
自
動
的
に
閉
鎖
又
は
作
動
を
す
る
構
造
の
特
定
防
火
設
備
、
開
放
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
用
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
等
以

上
の
効
力
を
有
す
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
主
階
が
避
難
階
以
外
の
階
に
あ
る
興
行
場
等
の
構
造
） 

第
二
十
二
条
の
二 

主
階
が
避
難
階
以
外
の
階
に
あ
る
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
（
政
令
第
百
十
条
第
二
号
に
掲
げ

る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
階
数
が
三
以
下
で
延
べ
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

前
項
の
建
築
物
は
、
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
他
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
を
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
又
は
壁
で
区
画
し
、
か
つ
、
そ

の
開
口
部
に
は
、
政
令
第
百
十
二
条
第
十
九
項
第
二
号
に
定
め
る
特
定
防
火
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 



第三章 特殊建築物の敷地、構造及び建築設備  

 第三節 劇場、映画館、演芸場、観覧場、公会堂及び集会場（第１３条の２～第２２条の３） 

 - 42 - 

    

〔
解
説
〕 

本
条
は
、
特
殊
な
構
造
方
法
等
に
よ
る
興
行
場
等
の
出
現
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
の
節
に
よ
る
も
の
と
同
等
以
上
に
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
避
難
上
支
障
が
な
い
と
知
事
が
認

定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
興
行
場
等
に
係
る
各
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
興
行
場
等
に
係
る
規
定
の
適
用
除
外
） 

第
二
十
二
条
の
三 

こ
の
節
の
規
定
は
、
知
事
が
興
行
場
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
位
置
、
建
築
材
料
、
構
造
方
法
等
に
つ
い
て
こ
の
節
の
規
定
に
定
め
る
基
準
に
よ
る
場
合

と
同
等
以
上
に
安
全
上
、
防
火
上
及
び
避
難
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
適
用
し
な
い
。 
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第
四
節 

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
、
百
貨
店
及
び
マ
ー
ケ
ッ
ト 

 

                                

（
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
） 

第
二
十
三
条 
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
及
び
百
貨
店
（
以
下
「
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
」
と
い
う
。
）
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
の
敷
地
は
、
当
該
床
面
積
の
合
計
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
数
値
以
上
の
幅
員
を
有
す
る
道
路
に
当
該
敷
地
の
外
周
の
長
さ
の
七
分
の
一
以
上
が
接
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

三
千
を
超
え
る
も
の

二
千
を
超
え
三
千
以
内
の
も
の

千
を
超
え
二
千
以
内
の
も
の

五
百
を
超
え
千
以
内
の
も
の

そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積

の
合
計
（
単
位
平
方
メ
ー
ト
ル
）

十 八 六 五

道
路
の
幅
員

（
単
位
メ
ー
ト
ル
）

 

 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
用
途
に
供
す
る
当
該
建
築
物
の
敷
地
の
外
周
の
長
さ
の
三
分
の
一
以
上
が
二
以
上
の
道
路
に
接
し
て
い
る
場
合

の
当
該
道
路
の
幅
員
は
、
当
該
建
築
物
の
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
数
値
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

三
千
を
超
え
る
も
の

二
千
を
超
え
三
千
以
内
の
も
の

千
を
超
え
二
千
以
内
の
も
の

五
百
を
超
え
千
以
内
の
も
の

八 六 五 四

一
の
道
路

六 五 四 四

他
の
道
路

そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の

合
計
（

単
位
平
方
メ
ー

ト
ル
）

道
路
の
幅
員
（

単
位
メ
ー

ト
ル
）

 

 

３ 

前
各
項
の
規
定
は
、
知
事
が
当
該
建
築
物
の
敷
地
の
周
囲
の
公
園
、
広
場
等
の
空
地
の
状
況
そ
の
他
土
地
の
状
況
に
よ
り
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場

合
は
、
適
用
し
な
い
。 
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〔
解
説
〕 

 
一 
本
条
は
、
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
及
び
百
貨
店
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
床
面
積
の
大
小
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
敷
地
が
接
す
べ

き
道
路
の
幅
員
に
つ
い
て
の
制
限
と
そ
の
例
外
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
計
画
区
域
内
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
制
限
は
、
一
般
に
こ
の
種
の
建
築
物
は
収
容
可
能
人
数
が
多
く
、
火
災
そ
の
他
緊
急
時
に
多
数
の
人
々
が
避
難
で
き
、
し
か
も
そ
の
際
、
消
防
車
等
の
活

動
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
幅
員
を
も
つ
道
路
に
敷
地
が
接
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
項
は
、
敷
地
が
一
の
道
路
に
の
み
接
す
る
場
合
で
、
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗

等
の
用
途
に
供
す
る
部
分(

倉
庫
又
は
事
務
室
な
ど
、
そ
の
用
途
を
補
完
す
る
た
め
の
部
分
も
含
む)

の
床
面
積
の
合
計
を
段
階
的
に
区
分
し
、
そ
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
敷
地

の
外
周
の
長
さ
の
七
分
の
一
以
上
が
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
路
の
幅
員
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
条
は
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
て
い
れ
ば
良
い
。 

   

一の道路 他の道路

500を超え1,000以内のもの 4以上 4以上

1,000を超え2,000以内のもの 5以上 4以上

2,000を超え3,000以内のもの 6以上 5以上

3,000を超えるもの 8以上 6以上

その用途に供する部分の床面積
の合計（単位　㎡）

道路の幅員
（単位　ｍ）

 
 
 
 
 
 
 

   

建築物の床面積の合計         

（単位 ㎡） 
道路の幅員 
   （単位 ｍ） 

500を超え 1,000以内    ５ 以上 
1,000を超え 2,000以内    ６ 以上 
2,000を超え 3,000以内    ８ 以上 
3,000を超えるもの   １０ 以上 

(第一項) 

(第二項) 

建
築
物

a

b d

c

敷地は道路に1/3以上接すること

道路

道
路

（注　a+d≧(a+b+c+d)/3)
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三 
第
二
項
は
、
敷
地
が
二
以
上
の
道
路
に
接
す
る
場
合
の
規
定
で
、
一
方
向
の
道
路
に
対
し
二
方
向
以
上
の
道
路
が
敷
地
に
接
す
る
こ
と
は
、
当
然
、
避
難
や
消
防
活
動
上
有
利
で

あ
り
、
第
一
項
の
規
定
を
緩
和
し
た
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
段
階
的
に
区
分
し
、
そ
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
敷
地
の
外
周
の

長
さ
の
三
分
の
一
以
上
が
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
以
上
の
道
路
の
幅
員
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

四 

第
三
項
は
、
知
事
が
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
適
用
さ
れ
、
申
請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
て
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
想
定
さ
れ

る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
第
五
条
た
だ
し
書
と
同
様
で
あ
る
。 

            

〔
解
説
〕 

本
条
は
、
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
及
び
百
貨
店(

倉
庫
又
は
事
務
室
な
ど
、
そ
の
用
途
を
補
完
す
る
た
め
の
部
分
も
含
む)

に
お
け
る
前
面
空
地
の
設
置
義
務
と
要
件
等
に
つ
い
て
定

め
た
も
の
で
、
都
市
計
画
区
域
内
外
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
。 

前
面
空
地
は
、
第
十
五
条
に
定
め
る
と
お
り
、
避
難
上
及
び
出
入
口
の
混
雑
防
止
上
の
た
め
の
配
慮
で
あ
り
、
そ
の
位
置
は
主
要
出
入
口
の
前
面
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

            

（
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
前
面
空
地
） 

第
二
十
四
条 

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
、
そ
の
敷
地
内
に
幅
員
が
主
要
出
入
口
の

幅
員
の
二
倍
以
上
で
、
か
つ
、
奥
行
が
二
メ
ー
ト
ル
（
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
、
奥
行
が
三
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
前

面
空
地
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
面
空
地
の
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
部
分
に
は
、
主
要
構
造
部
が
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
建
築
物
の
部
分
（
不
燃
材
料
で
造
ら

れ
た
出
窓
、
ひ
さ
し
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
突
き
出
し
て
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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       [

解
説] 

一 

本
条
は
、
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
及
び
百
貨
店
の
主
要
出
入
口
は
、
道
又
は
道
に
通
ず
る
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
避
難
上
有
効
な
空
地
に
面
し
、
そ
の
幅
員
は
、
そ
の
用
途

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
あ
っ
て
は

三
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
都
市
計
画
区
域
内
外
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
は
、
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
か
ら
、
道
は
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
道
路
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二 

本
条
は
、
前
条
と
関
連
性
が
あ
り
、
こ
こ
で
そ
れ
を
図
示
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

な
お
、
主
要
出
入
口
の
幅
は
一
の
開
口
寸
法
で
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、 

方
立
て
等
に
よ
り
仕
切
ら
れ
た
出
入
口
を
同
一
外
壁
面
に
連
続
し
て
設
け
た
場
合
は
そ
の
合
計
で
よ
い
。 

 
                  

用途に供す

る部分の床

面積の合計  

（単位 ㎡） 

前面空地の

幅 
 
（単位ｍ） 

前面空地

の奥行 
 
（単位ｍ） 

主要出入

口の幅 
 
（単位ｍ） 

500を超え 
1,000以内 

主要出入

口幅×2 
以上 

２以上 ２以上 

1,000 を超
えるもの 

主要出入

口幅×2 
以上 

３以上 ３以上 

（
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
主
要
出
入
口
） 

第
二
十
五
条 

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
主
要
出
入
口
は
、
道
又
は
道
に
通
ず
る
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
避
難
上
有
効
な
空
地
に
面
し
、
か
つ
、
当
該
主
要
出
入
口
の
幅
員

は
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
あ
つ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の
に
あ
つ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

主要出入口の幅

建築物

道又は幅員３ｍ以上の避難上有効な空地

前面空地の幅

前
面
空
地
の
奥
行
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〔
解
説
〕 

一 

中
規
模
以
上
の
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
及
び
百
貨
店
の
売
場
に
避
難
上
有
効
な
通
路
を
確
保
し
、
ま
た 

飲
食
店
や
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
が
集
合
す
る
集
合
店
舗
内
の
共
用
通
路
の
幅
員
を
規
定
す
る
も
の
で
あ 

る
。 

二 

第
一
項
の
規
定
は
、
売
場
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
及
び
地
上
階
・
地
階
の
別
に
よ
り
、
そ
の 

床
面
積
の
区
分
に
応
じ
て
売
場
内
の
通
路
幅
を
規
定
し
、
第
二
項
は
、
飲
食
店
や
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗 

の
集
合
体
（
集
合
店
舗
）
で
各
店
舗
が
固
定
壁
等
で
独
立
し
て
区
画
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
集
合
店
舗 

及
び
通
路
を
含
む
床
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
、
主
要
な
共
用
通
路
幅
を
三
メ
ー
ト
ル 

以
上
そ
の
他
の
共
用
通
路
を
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
規
定
で
あ
る
。 

こ
れ
を
図
示
す
る
と
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

   

（
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
通
路
） 

第
二
十
六
条 

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
一
の
階
が
物
品
の
売
場
の
用
途
に
供
す
る
階
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
数
値
の
建
築
物
は
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
に
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
数
値
以
上
の
幅
員
を
有
す
る
避
難
上
有
効
な
通
路
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

地
階

五
百
を
超
え
る
も
の

千
を
超
え
る
も
の

五
百
を
超
え
千
以
内
の
も
の

二
・
四

二
・
四

一
・
六

幅
員
（
単
位
メ
ー
ト
ル
）

地
上
階

売
場
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面

積
（
単
位
平
方
メ
ー
ト
ル
）

 

２ 

飲
食
店
又
は
物
品
販
売
業
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
一
の
階
に
お
い
て
、
共
用
通
路
に
面
し
て
固
定
さ
れ
た
壁
で
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
区
画
さ
れ
た
飲
食
店
又
は
物
品
販
売

業
を
営
む
店
舗
が
集
合
す
る
場
合
は
、
飲
食
店
又
は
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
の
用
途
に
供
す
る
部
分
（
集
合
す
る
各
店
舗
の
面
す
る
共
用
通
路
の
部
分
を
含
む
。
）
の
そ
れ
ぞ

れ
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
の
そ
の
階
の
共
用
通
路
の
幅
員
は
、
両
側
に
店
舗
の
客
用
の
出
入
口
を
有
す
る
共
用
通
路
に
あ
つ
て
は
三
メ
ー
ト

ル
以
上
、
そ
の
他
の
共
用
通
路
（
通
常
客
が
通
行
し
な
い
も
の
及
び
便
所
、
喫
煙
所
等
の
専
用
の
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

通路幅

売場

売場

売場
売

場

主

要

出

入

口

店 店 店 店

店店店店

共用通路
そ

の

他

の

通

路

３ｍ以上

２ｍ以上

第１項　スーパーマーケット等の避難通路幅

第２項　店舗の用途に供する床面積５００㎡

を超える集合店舗内の通路
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〔
解
説
〕 

本
条
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
客
用
の
出
入
口
及
び
屋
内
通
路
の
配
置
と
そ
の
要
件
に
つ
い
て
定
め
た
の
で
あ
っ
て
、
都
市
計
画
区
域
内
外
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

な
お
、
本
条
に
お
け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
は
、
そ
も
そ
も
戦
後
の
闇
市
を
想
定
し
た
も
の
で
、
単
に
戸
別
の
店
舗
が
通
路
を
は
さ
ん
で
集
合
し
た
形
態
の
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
鉄
道

の
高
架
下
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
全
体
を
管
理
す
る
主
体
が
あ
り
各
店
舗
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
居
す
る
、
い
わ
ゆ
る
集
合
店
舗
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

第
二
十
八
条
及
び
第
二
十
九
条 

削
除 

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
入
口
及
び
通
路
） 

第
二
十
七
条 

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
客
用
の
出
入
口
及
び
屋
内
の
通
路
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

出
入
口
及
び
屋
内
の
通
路
の
幅
員
は
、
三
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

二 

出
入
口
は
、
避
難
上
有
効
な
位
置
に
二
つ
以
上
設
け
る
こ
と
。 

三 

出
入
口
は
、
道
又
は
道
に
通
じ
て
い
る
空
地
（
幅
員
が
出
入
口
の
幅
員
よ
り
大
き
い
も
の
に
限
る
。
）
に
面
す
る
こ
と
。 
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第
五
節 

公
衆
浴
場 

     

〔
解
説
〕 

本
条
は
、
浴
室
に
給
湯
す
る
た
め
に
火
気
を
使
用
す
る
室
と
そ
の
他
の
部
分
を
、
耐
火
構
造
の
構
造
体
等
に
よ
り
防
火
区
画
し
、
在
館
者
が
安
全
に
避
難
で
き
か
つ
建
築
物

の
倒
壊
及
び
延
焼
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

耐
火
構
造
の
床
及
び
壁
等
で
防
火
区
画
し
、
か
つ
当
該
区
画
内
に
あ
る
主
要
構
造
部
の
う
ち
倒
壊
を
防
止
す
る
た
め
重
要
な
柱
及
び
は
り
も
耐
火
構
造
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

   

第
三
十
一
条 

削
除 

       

〔
解
説
〕 

本
条
は
薪
等
を
燃
料
と
し
、
そ
の
灰
や
燃
え
か
す
の
処
理
が
必
要
な
公
衆
浴
場
の
場
合
に
は
、
防
火
上
必
要
な
火
消
場
等
の
設
置
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

   第
三
十
三
条 

削
除 

 

（
ボ
イ
ラ
ー
室
等
の
区
画
等
） 

第
三
十
条 
公
衆
浴
場
の
ボ
イ
ラ
ー
室
等
（
公
衆
浴
場
の
浴
室
に
給
湯
す
る
た
め
に
火
を
使
用
す
る
室
等
を
い
う
。
）
は
、
そ
の
他
の
部
分
と
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は 

特
定
防
火
設
備
で
区
画
す
る
と
と
も
に
、
当
該
公
衆
浴
場
の
主
要
構
造
部
の
う
ち
当
該
区
画
内
に
あ
る
柱
及
び
は
り
は
、
耐
火
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
火
消
場
等
） 

第
三
十
二
条 

浴
室
に
給
湯
す
る
た
め
に
薪
等
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
公
衆
浴
場
に
は
、
そ
の
周
壁
を
耐
火
構
造
と
し
、
か
つ
、
不
燃
材
料
で
造
つ
た
ふ
た
を
備
え
た 

火
消
場
及
び
灰
捨
場
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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第
六
節 

旅
館
、
ホ
テ
ル
、
下
宿
及
び
診
療
所 

     

〔
解
説
〕 

本
条
は
、
旅
館
又
は
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
二
階
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
、
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令
第
百
十
条
第

二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
を
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

      

〔
解
説
〕 

 

削
除 

        

〔
解
説
〕 

本
条
は
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
下
宿
又
は
診
療
所
の
用
途
に
供
す
る
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
直
通
階
段
に
つ
い
て
、
政
令
第
二
十
三
条
の
規
定
の
特
例
を
定
め
、

屋
外
に
設
け
る
階
段
及
び
踊
場
の
幅
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
手
す
り
は
そ
の
幅
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
限
度
と
し
て
、
な
い
も
の
と
み
な
し
て
算
定
す
る
。
（
政
令
第
二
十
三
条
第
三
項
と
同
様
） 

  

（
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の) 

第
三
十
四
条 
旅
館
又
は
ホ
テ
ル
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
（
政
令
第
百
十
条
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）

を
除
く
。
）
で
、
こ
れ
ら
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
二
階
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
、
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
十
五
条 

 

削
除 

 

(

階
段) 

第
三
十
六
条 

旅
館
、
ホ
テ
ル
、
下
宿
又
は
診
療
所
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
に
お
い
て
、
政
令
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
直
通
階
段
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

け
あ
げ
は
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
、
踏
面
は
、
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

二 

階
段
及
び
踊
場
の
幅
は
、
一
・
ニ
メ
ー
ト
ル(

屋
外
に
設
け
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
○
・
九
メ
ー
ト
ル)

以
上
と
す
る
こ
と
。 
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〔
解
説
〕 

本
条
は
旅
館
、
ホ
テ
ル
又
は
下
宿
で
居
室
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
階
の
廊
下
の
幅
に
つ
い
て
政
令
第
百
十
九
条
の
上
乗
せ
と
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

  
 
 

 

(

廊
下
の
幅) 
第
三
十
七
条 

旅
館
、
ホ
テ
ル
又
は
下
宿
で
居
室
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
階
の
廊
下
の
幅
は
、
両
側
に
居
室
が
あ
る
廊
下
に
あ
つ
て
は
一
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、

片
側
に
の
み
居
室
が
あ
る
廊
下
に
あ
っ
て
は
一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
二
以
下
の
居
室(

附
室
の
部
分
を
除
い
た
床
面
積
の
合
計
が
三
十
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
の
場
合
に
限
る
。)

及
び
浴
室
、
便
所
、
納
（
な
ん
）
戸
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
専
用
の
廊
下
の
幅
は
、
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

客室 客室 客室

客室

客室

片廊下　幅１２０㎝階

段

物入

トイレ

物入

トイレ

↓ ↓↓

←

←

７５㎝

部分の床面積合計３０㎡以下



第三章 特殊建築物の敷地、構造及び建築設備  

 第七節 共同住宅及び寄宿舎（第３８条～第４０条） 

 - 52 - 

第
七
節 

共
同
住
宅
及
び
寄
宿
舎 

        

〔
解
説
〕 

 

本
条
は
、
共
同
住
宅
又
は
寄
宿
舎
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
場
所
を
定
め
た
も
の
で
、
主
要
構
造
部
が
政
令
第
百
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
時
間
準
耐
火
基
準
で
な
い
自
動
車
車

庫
を
は
じ
め
展
示
場
、
危
険
物
の
貯
蔵
又
は
処
理
に
供
す
る
部
分
等
の
上
階
や
高
架
の
工
作
物
内
等
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
時
間
準
耐
火
基
準
と
す
る
主
要
構
造
部
の

範
囲
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
各
用
途
の
部
分
の
み
で
足
り
る
。 

       
 

    

〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
共
同
住
宅
又
は
一
定
規
模
以
上
の
寄
宿
舎
に
つ
い
て
の
空
地
の
設
置
と
そ
の
要
件
を
定
め
た
の
で
あ
っ
て
、
都
市
計
画
区
域
内
外
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
避
難
上
有
効
な
空
地
と
は
、
道
路
又
は
道
に
通
ず
る
建
築
物
外
部
の
地
上
に
お
け
る
空
地
で
あ
り
、
必
ず
し
も
天
空
を
確
保
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
共
用
廊
下
等
を
支 

持
す
る
柱
が
あ
る
場
合
、
柱
間
及
び
柱
の
両
側
が
避
難
上
支
障
が
な
け
れ
ば
柱
が
な
い
場
合
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。 

二 

第
一
項
は
、
共
同
住
宅
又
は
そ
の
床
面
積
の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
寄
宿
舎
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
そ
の
周
囲
に
幅
員
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
空
地
を
、
ま 

た
第
二
項
は
、
共
同
住
宅
で
そ
の
床
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
、
そ
の
建
築
物
の
外
壁
が
準
防
火
性
能
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

幅
員
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
空
地
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三 

第
三
項
は
本
項
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
本
条
の
制
限
を
適
用
除
外
と
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。 

第
一
号
は
耐
火
建
築
物
若
し
く
は
準
耐
火
建
築
物
又
は
政
令
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
（
イ
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
通
常
の
火

（
設
置
禁
止
の
場
所
） 

第
三
十
八
条 
共
同
住
宅
又
は
寄
宿
舎
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
所
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一 

主
要
構
造
部
が
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
で
な
い
自
動
車
車
庫
、
自
動
車
修
理
工
場
、
公
衆
浴
場
、
劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
集
会
場
、
料
理
店
、

市
場
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
展
示
場
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
遊
技
場
、
倉
庫
業
を
営
む
倉
庫
、
工
場
又
は
法
別
表
第
二(

と)

項
第
四
号
に
規
定
す
る
も
の
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
上

階 

二 

高
架
の
工
作
物
内 

 （
周
囲
の
空
地
） 

第
三
十
九
条 

共
同
住
宅
又
は
寄
宿
舎
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
（
寄
宿
舎
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
二
百
平
方
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）
の
周
囲
（
道
に
接
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
は
、
幅
員
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
避
難
上
有
効
な
空
地
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

共
同
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
（
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）
で
、
そ
の
建

築
物
の
外
壁
が
準
防
火
性
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
幅
員
を
一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
各
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
適
用
し
な
い
。 

一 

当
該
建
築
物
が
耐
火
建
築
物
若
し
く
は
準
耐
火
建
築
物
又
は
政
令
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
（
イ
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
。 

二 

知
事
が
当
該
建
築
物
の
敷
地
の
周
囲
の
公
園
、
広
場
等
の
空
地
の
状
況
そ
の
他
土
地
の
状
況
に
よ
り
避
難
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
。 
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災
時
に
建
物
の
倒
壊
ま
た
は
延
焼
の
防
止
に
必
要
な
一
定
の
性
能
を
有
し
て
い
る
の
で
、
第
四
十
条
に
定
め
る
主
要
出
入
口
か
ら
の
通
路
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
避
難
上
支
障
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
の
で
適
用
除
外
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
第
二
号
は
、
当
該
建
築
物
の
敷
地
に
接
し
て
避
難
上
有
効
な
公
園
そ
の
他
の
公
共
的
空
地
が
あ
る
場
合
等
で
避
難
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、
制
限 

を
適
用
除
外
と
す
る
旨
の
規
定
で
あ
り
、
申
請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
て
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
共
同
住
宅
又
は
寄
宿
舎
の
主
要
出
入
口
の
配
置
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
計
画
区
域
内
外
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

第
一
号
の
主
要
出
入
口
は
、
通
常
共
同
住
宅
に
あ
っ
て
は
各
住
戸
の
玄
関
又
は
別
途
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
設
け
た
場
合
に
は
そ
の
出
入
口
で
あ
り
、
寄
宿
舎
に
あ
っ
て
は
寄
宿 

舎
の
玄
関
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
第
二
項
に
あ
る
と
お
り
階
段
等
の
み
に
よ
り
地
上
に
達
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
階
段
口
を
主
要
出
入
口
と
み
な
し
て
適
用
す
る
。 

な
お
、
当
該
出
入
口
が
政
令
第
百
二
十
五
条
の
屋
外
へ
の
出
口
に
該
当
す
る
場
合
は
、
政
令
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
道
路
等
に
通
ず
る
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
通
路
が
要

求
さ
れ
る
。 

二 

第
一
項
第
二
号
に
つ
い
て
は
、
主
要
出
入
口
が
避
難
上
有
効
な
公
園
そ
の
他
の
公
共
的
空
地
に
面
す
る
場
合
等
に
よ
り
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
知
事
が
認
め
る 

場
合
は
本
条
の
規
制
は
適
用
除
外
と
な
る
旨
の
規
定
で
あ
り
、
申
請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
て
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。 

（
主
要
出
入
口
） 

第
四
十
条 

共
同
住
宅
又
は
寄
宿
舎
の
主
要
出
入
口
は
、
道
に
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

主
要
出
入
口
の
前
面
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
の
種
類
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
幅
員
の
避
難
上
有
効
な
通
路
（
道
に
通
ず
る
も
の
に

限
る
。
）
を
設
け
る
と
き
。 

そ
の
他
の
建
築
物

外
壁
が
準
防
火
性
能
を
有
す
る
建
築
物

耐
火
建
築
物
若
し
く
は
準
耐
火
建
築
物
又

は
政
令
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
（
イ

を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
に
適

合
す
る
も
の

二
・
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上

一
・
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

 

二 

知
事
が
当
該
建
築
物
の
敷
地
の
周
囲
の
公
園
、
広
場
等
の
空
地
の
状
況
そ
の
他
土
地
の
状
況
に
よ
り
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
。 

 ２ 

階
段
等
の
み
に
よ
り
直
接
地
上
に
達
す
る
住
戸
、
住
室
又
は
居
室
を
有
す
る
共
同
住
宅
又
は
寄
宿
舎
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
階
段
口
（
当
該
階
段
等
が
地
上
に
接
す
る
部
分
を
い

う
。
）
も
主
要
出
入
口
と
み
な
し
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 
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（第一項第二号の例） 

（第一項第一号及び第二項の例） 
W1,W2≧60cm 
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第
七
節
の
二 

児
童
福
祉
施
設
等 

         

〔
解
説
〕 

 

本
条
は
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に
避
難
困
難
者
が
避
難
す
る
際
、
介
護
者
を
必
要
と
す
る
か
、
又
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
、
移
動
式
ベ
ッ
ト
及
び
車
椅
子
等
を

使
用
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
避
難
経
路
で
あ
る
出
入
口
、
非
常
口
、
廊
下
等
に
段
差
が
あ
る
と
避
難
に
支
障
を
き
た
す
た
め
、
原
則
そ
れ
ら
の
部
分
に
は
段
を
設
け
て
は
な
ら

な
い
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
段
と
は
、
床
面
に
お
い
て
概
ね
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
段
差
の
あ
る
部
分
を
い
う
。 

た
だ
し
避
難
上
有
効
な
傾
斜
路
そ
の
他
の
設
備
（
機
械
的
に
段
差
を
解
消
す
る
避
難
上
有
効
な
設
備
等
）
を
段
に
併
設
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
条
例
の
趣
旨
に
沿
っ
て
そ
の
勾
配
は
で
き
る
だ
け
緩
や
か
な
も
の(

概
ね
十
二
分
の
一
以
下)

と
し
、
有
効
幅
員
は
九
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
、
手
す
り
や
注
意
喚
起
床
材
等
の
設
置
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

な
お
、
本
条
が
適
用
さ
れ
る
建
築
物
は
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
う
ち
千
葉
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則(

以
下
「
規
則
」
と
い
う
。)

第
十
三
条
の
四
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
既
存

部
分
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
五
十
一
条
第
三
項
に
よ
り
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。 

  

（
千
葉
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
第
十
三
条
の
四
「
児
童
福
祉
施
設
等
の
指
定
」
） 

規
則
で
定
め
る
児
童
福
祉
施
設
等
で
避
難
困
難
者
が
入
所
す
る
施
設
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

児
童
福
祉
施
設
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
（
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
七
十
四

号
）
附
則
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
養
護
施
設
と
み
な
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
、
知
的
障
害
児
施
設
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
、

重
症
心
身
障
害
児
施
設
及
び
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
に
限
る
。
） 

二 

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
（
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
施
設
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
、
身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー

ム
及
び
身
体
障
害
者
授
産
施
設
に
限
る
。
） 

三 

保
護
施
設
（
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
規
定
す
る
救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
に
限
る
。
） 

四 

知
的
障
害
者
援
護
施
設 

五 

老
人
福
祉
施
設
（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
老
人
短
期
入
所
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
及
び
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
限
る
。
） 

六 

有
料
老
人
ホ
ー
ム 

 

（
出
入
口
等
） 

第
四
十
条
の
二 
児
童
福
祉
施
設
等
（
身
体
上
又
は
精
神
上
の
理
由
に
よ
り
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
避
難
困
難
者
」
と
い
う
。
）
が
入
所
す

る
施
設
で
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
出
入
口
、
非
常
口
、
廊
下
そ
の
他
避
難
の
用
に
供
す
る
部
分
（
階
段
を
除
く
。
）
で
、
避
難
困
難
者
が
使
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
も
の
に
は
、
床
面
に
段
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
避
難
上
有
効
な
傾
斜
路
そ
の
他
の
設
備
を
設
け
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 
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〔
解
説
〕 

本
条
は
、
児
童
福
祉
施
設
等
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
含
む
。
）
の
用
途
に
供
す
る
木
造
建
築
物
等
（
耐
火
建
築
物
若
し
く
は
準
耐
火
建
築
物
又
は
法
第
二
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
適
合
す
る
建
築
物
を
除
く
。）
に
つ
い
て
、
内
装
の
不
燃
化
を
促
進
し
、
人
命
の
安
全
を
図
ろ
う
と
す
る
規
定
で
あ
る
。 

こ
こ
で
い
う
児
童
福
祉
施
設
等
と
は
、
政
令
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
児
童
福
祉
施
設
等
を
い
い
、
前
条
の
児
童
福
祉
施
設
等
と
は
対
象
が
異
な
る
の
で
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
に
公
布
さ
れ
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令(

平
成
二
十
六
年
政
令
第
四

百
十
二
号)

」
に
よ
る
建
築
基
準
法
施
行
令
改
正
に
伴
い
、
こ
の
条
例
に
も
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
施
設
等
と
同
様
に
内
装
の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
。 

（
内
装
） 

第
四
十
一
条 

児
童
福
祉
施
設
等(

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
含
む
。)

の
用
途
に
供
す
る
木
造
建
築
物
等
（
耐
火
建
築
物
若
し
く
は
準
耐
火
建
築
物
又
は
法
第
二
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
居
室
の
壁
（
床
面
か
ら
の
高
さ
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
天
井
（
天

井
の
な
い
場
合
に
お
い
て
は
屋
根
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
仕
上
げ
を
難
燃
材
料
で
、
居
室
か
ら
地
上
に
通
ず
る
主
た
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
で
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

UP

スロープ

UP

段を併設する場合

表面は滑りにくい仕上げ

廊下等と識別しやすくする

９０㎝

注意喚起用床材の設置
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第
八
節 

長
屋 

             

〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
耐
火
又
は
準
耐
火
建
築
物
以
外
の
木
造
建
築
物
等
で
あ
る
長
屋
に
つ
い
て
、
戸
数
及
び
階
数
等
の
制
限
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

二 

第
一
項
は
、
主
要
構
造
部
が
木
造
の
長
屋
は
防
火
上
の
観
点
か
ら
原
則
六
戸
ま
で
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
場
合
は
、
十
二
戸
ま
で
と
し
て

い
る
。 

三 

第
二
項
本
文
は
木
造
長
屋
の
階
数
を
制
限
し
た
も
の
で
あ
る
。
木
造
長
屋
は
、
地
階
を
除
き
原
則
二
階
ま
で
と
し
、
構
造
、
防
火
等
に
関
し
政
令
第
百
三
十
六
条
の
二
第
二
号
ロ

に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
（
準
防
火
地
域
内
に
お
け
る
地
階
を
除
く
階
数
が
３
で
あ
る
建
築
物
の
技
術
的
基
準
）
に
適
合
し
、
か
つ
、
一
定
の
規
模
で
安
全
上
、
防
火
上
の
配
慮
を
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
階
を
除
き
三
階
ま
で
認
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
階
を
階
数
制
限
に
含
め
な
い
理
由
は
、
敷
地
の
地
形
を
利
用
し
た
車
庫
等
の
設
置
の
要
求
が

多
く
、
土
地
の
有
効
利
用
等
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。 

四 

第
二
項
第
一
号
は
、
延
べ
面
積
の
制
限
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

第
二
号
は
、
重
層
長
屋
は
防
火
上
及
び
避
難
上
の
安
全
性
の
見
地
か
ら
問
題
が
あ
る
た
め
原
則
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。 

第
三
号
は
、
地
階
部
分
の
構
造
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

木
造
三
階
建
て
の
長
屋
の
場
合
は
、
そ
の
技
術
的
基
準
を
政
令
第
百
三
十
六
条
の
二
第
二
号
ロ
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
規
定
に
よ
る
と
「
主
要
構
造
部
で
あ
る
柱
や
は

り
は
、
準
耐
火
構
造
」
等
と
さ
れ
て
お
り
、
地
階
部
分
は
そ
れ
を
支
え
る
構
造
部
分
で
あ
る
た
め
、
耐
火
構
造
と
す
る
も
の
で
あ
る 

な
お
、
附
属
車
庫
の
面
積
が
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
は
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
全
体
を
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物(

政
令
第
百
九
条
の
三
第

一
号
の
基
準
に
よ
る
も
の
を
除
く
。)

に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

五 

第
三
項
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
構
造
及
び
敷
地
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
を
適
用
除
外
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
申

請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
て
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
第
二
項
第
二
号
を
適
用
除
外
と
す
る
場
合
と
し
て
は
、
地
形
上
の
理
由
等
に
よ
り
重
層
長
屋
と
す
る
場
合
で
、
か
つ
水
平
の
防
火
区
画
あ
る
い
は
構
造
上
の
配
慮
が
な
さ
れ
、

防
火
上
及
び
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。 

（
木
造
長
屋
の
形
態
等
） 

第
四
十
二
条 
木
造
建
築
物
等
で
あ
る
長
屋
（
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
木
造
長
屋
」
と
い
う
。
）
は
、
六
戸
建
て
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
十
二
戸
建
て
に
ま
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

木
造
長
屋
の
地
階
を
除
く
階
数
は
、
二
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
政
令
第
百
三
十
六
条
の
二
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
次
の
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
は
、
そ
の
地
階
を
除
く
階
数
を
三
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

延
べ
面
積
（
主
要
構
造
部
が
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
で
あ
る
部
分
の
床
面
積
を
除
く
。
）
は
、
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。 

二 

各
戸
が
重
層
し
な
い
こ
と
。 

三 

地
階
部
分
は
、
主
要
構
造
部
（
階
段
を
除
く
。
）
を
耐
火
構
造
と
す
る
こ
と
。 

３ 

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
は
、
知
事
が
当
該
建
築
物
の
構
造
及
び
敷
地
の
状
況
に
よ
り
安
全
上
及
び
防
火
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
適
用
し
な
い
。 
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（
重
層
長
屋
の
例
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

地
階
を
車
庫
と
す
る
場
合) 

                       

１戸
（３階）

１戸
（１・２階）

１戸
（２・３階）

１戸
（１階）

３階

２階

１階

車庫

主要構造部

耐火構造

GL

GL
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〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
長
屋
の
各
戸
の
避
難
階
に
お
け
る
避
難
上
有
効
な
出
入
口
の
配
置
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
都
市
計
画
区
域
内
外
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

二 

第
一
項
第
一
号
は
、
敷
地
内
の
通
路
の
幅
員
を
定
め
た
も
の
で
、
二
階
建
て
ま
で
の
敷
地
内
通
路
の
幅
員
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
木
造
長
屋
で
三
階
建
て
の
場
合
は
、
避
難 

上
の
安
全
性
の
確
保
及
び
救
助
・
消
火
活
動
等
を
考
慮
し
、
通
路
の
幅
員
を
三
メ
ー
ト
ル
以
上
と
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
通
路
に
突
出
し
て
バ
ル
コ
ニ
ー
あ
る
い
は
出
窓
等
を
設
け
る
場
合
は
、
避
難
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

三 

第
二
号
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
の
場
合
は
、
通
路
の
幅
員
に
つ
い
て
は
特
に
定
め
ず
、
人
が
通
れ
る
通
路(

避
難
上
有
効
な
も
の
で
幅
員
が
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

程
度)

が
あ
れ
ば
良
い
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
． 

 

四 

第
二
項
は
、
地
上
に
出
入
口
の
な
い
住
戸
に
つ
い
て
は
、
地
上
の
階
段
口
を
出
入
口
と
み
な
し
て
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

    

（
出
入
口
） 

第
四
十
三
条 
長
屋
の
各
戸
の
出
入
口
は
、
そ
の
一
以
上
が
道
に
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
長
屋
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

一 

六
戸
建
て
以
下
の
長
屋
で
、
そ
の
出
入
口
が
、
道
に
通
ず
る
幅
員
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
敷
地
内
の
通
路
に
面
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
六
戸
建
て
以
下
の
木
造
長
屋
で
、
地
階

を
除
く
階
数
が
三
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
出
入
口
が
、
道
に
通
ず
る
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
敷
地
内
の
通
路
に
面
す
る
も
の 

二 

耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
で
、
そ
の
出
入
口
が
道
に
通
ず
る
避
難
上
有
効
な
敷
地
内
の
通
路
に
面
す
る
も
の 

２ 

階
段
等
の
み
に
よ
り
直
接
地
上
に
達
す
る
住
戸
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
階
段
口
（
当
該
階
段
等
が
地
上
に
接
す
る
部
分
を
い
う
。
）
を
出
入
口
と
み
な
し
、
前
項
の
規
定
を
適
用

す
る
。 
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（
第
４
３
条
の
出
入
口
の
規
定
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
４
２
条
及
び
第
４
３
条
の
長
屋
の
規
定
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

           

▲
▲
▲

▲ ▲ ▲

道
路
又
は
道

道
路
又
は
道

一戸

一戸

一戸

一
戸

一
戸

通路

一
戸

（木造３階建の場合は３ｍ以上）

２ｍ以上

１戸 １戸 １戸
（１・２・３階）（１・２・３階）（１・２・３階）

地階

道路

通路幅員３ｍ

３階建の木造長屋の基準

（１）形態等（第４２条関係）

・戸数は原則として６戸以下

・令第１３６条の２の技術基準による

・延べ面積は原則として５００㎡以下

・各戸は原則として重層しない

・地階部分は耐火構造とする（階段を除く）

（２）出入口（第４３条関係）

・出入り口は道路又は幅員３ｍ以上の通路に面する
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〔
解
説
〕 

 

本
条
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
準
耐
火
建
築
物
以
外
の
長
屋
の
最
上
階
以
外
の
天
井
の
仕
上
げ
を
、
難
燃
材
料
と
す
る
防
火
措
置
を
求
め
た
も 

の
で
あ
る
。 

 

（
内
装
） 

第
四
十
三
条
の
二 

階
数
が
二
以
上
の
耐
火
建
築
物
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
に
該
当
す
る
準
耐
火
建
築
物
以
外
の
長
屋
は
、
最
上
階
を
除
く
各
階
の
天
井
（
回
り
縁
、
竿
（
さ

お
）
縁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
を
難
燃
材
料
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 



第三章 特殊建築物の敷地、構造及び建築設備  

 第九節 倉庫、自動車車庫及び自動車修理工場（第４４条～第４６条） 

 

 - 64 - 

第
九
節 

倉
庫
、
自
動
車
車
庫
及
び
自
動
車
修
理
工
場 

       
 

       
      

 

〔
解
説
〕 

一 

本
条
は
、
倉
庫
、
自
動
車
車
庫
及
び
自
動
車
修
理
工
場
（
車
庫
等
）
の
敷
地
の
出
入
口
と
接
す
る
前
面
道
路
に
お
い
て
交
通
障
害
を
起
し
や
す
い
の
で
、
自
動
車
の
出
入
口
を
設 

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
都
市
計
画
区
域
内
に
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

第
一
項
は
、
車
庫
等
の
敷
地
の
部
分
で
、
自
動
車
の
出
入
口
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
場
所
及
び
出
入
口
部
分
の
安
全
措
置
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
以
上
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば 

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

    

  

（
出
入
口
の
位
置
） 

第
四
十
四
条 
倉
庫
、
自
動
車
車
庫
及
び
自
動
車
修
理
工
場
（
以
下
「
車
庫
等
」
と
い
う
。
）
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
敷
地
の
自
動
車
の
出
入
口
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

幅
員
六
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
に
面
し
て
設
け
な
い
こ
と
。 

二 

道
路
の
交
差
点
又
は
曲
り
角
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
に
面
し
て
設
け
な
い
こ
と
。 

三 

出
入
口
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
後
退
し
た
自
動
車
の
車
路
の
中
心
線
上
で
、
道
路
の
中
心
線
に
直
角
に
向
か
つ
て
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
六
十
度
以
上
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
道

路
を
通
行
す
る
者
の
存
在
を
確
認
で
き
る
空
地
又
は
空
間
を
有
す
る
こ
と
。 

２ 

前
項
第
一
号
の
規
定
は
、
当
該
出
入
口
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

一 

車
庫
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
建
築
物
の
敷
地
の
自
動
車
の
出
入
口
で
あ
り
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
（
法
第

四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
と
み
な
さ
れ
る
道
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
境
界
線
と
み
な
さ
れ
る
線
と
道
と
の
間
の
敷
地
の
部
分
を
道
路
と
し
て
築
造
す
る

も
の
に
限
る
。
）
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
面
す
る
も
の 

二 

建
築
物
（
倉
庫
で
あ
つ
て
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
及
び
自
動
車
修
理
工
場
で
あ
つ
て
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分

の
床
面
積
の
合
計
が
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
こ
れ
に
附
属
す
る
自
動
車
車
庫
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
の
敷
地
の
自
動
車
の
出
入
口
で
あ
り
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
面
す
る
も
の 

三 

建
築
物
で
こ
れ
に
附
属
す
る
自
動
車
車
庫
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
の
敷
地
の
自
動
車

の
出
入
口
で
あ
り
、
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
面
す
る
も
の 

３ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
規
定
は
、
知
事
が
当
該
出
入
口
の
周
囲
の
状
況
に
よ
り
交
通
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
適
用
し
な
い
。 
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出入口　a

道路

車庫等

出入口 b

道路

道路

車庫等
出
入
口

６ｍ

４ｍ

５ｍ以上

隣
地

（注）aは可、bは道路幅員が不足のため不可

（注）可

 
 

 

 

三 

第
二
項
第
一
号
は
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
自
動
車
車
庫
と
、
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
自
動
車
修
理
工
場
に
関
す
る
、 

道
路
幅
員
が
六
メ
ー
ト
ル
未
満
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
の
緩
和
現
定
で
あ
る
。
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
は
、
法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
道
路
も
含
ま
れ
る
が
、
「
み
な 

し
道
路
」
部
分
の
当
該
敷
地
側
後
退
部
分
に
つ
い
て
は
道
路
状
に
築
造
し
て
あ
る
必
要
が
あ
る
。
（
第
二
号
も
同
じ
） 

四 

第
二
号
及
び
第
三
号
に
つ
い
て
は
建
築
物
に
附
属
す
る
自
動
車
車
庫
に
関
す
る
緩
和
措
置
で
あ
り
、
条
例
の
対
象
と
な
る
倉
庫(

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の)

及
び
自
動 

車
修
理
工
場(

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の)

に
附
属
す
る
自
動
車
車
庫
は
附
属
車
庫
と
し
て
の
条
例
の
緩
和
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
第
二
号
で
は
百
五
十
平
方
メ
ー 

ト
ル
ま
で
は
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
、
第
三
号
で
は
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
は
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
と
、
出
入
口
を
設
け
ら
れ
る
道
路
の
幅
員
を
段
階
的
に
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
緩
和
し
た 

も
の
で
あ
る
。 

五 

第
三
項
は
第
二
項
に
規
定
し
た
も
の
以
外
で
も
、
知
事
が
出
入
口
の
周
囲
の
状
況
か
ら
交
通
の
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
第
一
項
の
規
制
を
適
用
除
外
と
す
る
も 

の
で
あ
る
。
安
全
上
の
支
障
の
有
無
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
申
請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
て
、
出
入
す
る
自
動
車
の
状
況
と
道
路
交
通
に
与
え
る
影
響
、
道
路
の
整
備
状
況
・ 

交
通
量
・
交
通
規
制
の
状
況
、
敷
地
周
囲
の
土
地
利
用
、
出
入
口
の
安
全
措
置
等
を
勘
案
し
て
知
事
が
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。 

六 

駐
車
場
法
に
規
定
す
る
「
自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す
る
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
路
外
駐
車
場
」
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
法
施
行
令
第
七
条
の
構
造
及
び
設
備
の
基

準
が
適
用
さ
れ
、
本
条
と
類
似
す
る
規
制
や
さ
ら
に
幅
広
い
規
制
が
あ
り
、
緩
和
が
な
い
の
で
注
意
す
る
。
ま
た
、
同
施
行
令
で
は
、
出
入
口
の
位
置
の
規
制
に
あ
た
り
、「
横
断
歩

道
」
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
条
第
一
項
第
二
号
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
交
差
点
に
設
置
さ
れ
た
横
断
歩
道
等
の
位
置
も
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

（第三号） 

（
第
二
号
） 

２
ｍ

≒ 6 .95

6 0° 60°

道路中心線

建築物

建築物

必要な全面空地又は空間

建築物

立面

車路



第三章 特殊建築物の敷地、構造及び建築設備  

 第九節 倉庫、自動車車庫及び自動車修理工場（第４４条～第４６条） 

 

 - 66 - 

                               (

参
考)
駐
車
場
法
に
規
定
す
る
「
自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す
る
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
路
外
駐
車
場
」
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
法
施
行
令
第
七
条
の
構
造
及
び

設
備
の
基
準
が
適
用
さ
れ
、
本
条
と
類
似
す
る
規
制
や
さ
ら
に
幅
広
い
規
制
が
あ
り
、
緩
和
が
な
い
の
で
注
意
を
要
す
る
。 

駐
車
場
法 

(

用
語
の
定
義) 

第
二
条
第
二
号 
路
外
駐
車
場 

道
路
の
路
面
外
に
設
置
さ
れ
る
自
動
車
の
駐
車
の
た
め
の
施
設
で
あ
っ
て
一
般
公
共
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。 

(

構
造
及
び
設
備
の
規
準) 

策
十
一
条 

路
外
駐
車
場
で
自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
の
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
の
構
造
及
び
設
備
は
、
建
築
基
準
法
そ
の
他
の
法
令
の
基
準
の
適

用
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

駐
車
場
法
施
行
令 

第
二
章 

路
外
駐
車
場 

第
一
節 

構
造
及
び
設
備
の
基
準 

（
自
動
車
の
出
口
及
び
入
口 

）  

第
七
条 

 

自
動
車
の
出
口
（
路
外
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
口
で
自
動
車
の
車
路
の
路
面
が
道
路
（
道
路
交
通
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
路
面
に
接
す
る
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
入
口
（
路
外
駐
車
場
の
自
動
車
の
入
口
で
自
動
車
の
車
路
の
路
面
が
道
路
の
路
面
に
接
す
る
部
分

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
道
路
交
通
法
第
四
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
道
路
の
部
分
、
横
断
歩
道
橋
（
地
下
横
断
歩
道
を
含
む
。
）
の
昇
降
口
か
ら
五
メ
ー
ト

ル
以
内
の
道
路
の
部
分
、
小
学
校
、
盲
学
校
、
聾
学
校
、
養
護
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、

児
童
公
園
、
児
童
遊
園
若
し
く
は
児
童
館
の
出
入
口
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
道
路
の
部
分
（
当
該
出
入
口
に
接
す
る
さ
く
の
設
け
ら
れ
た
歩
道
を
有
す
る
道
路
及
び
当
該
出
入

口
に
接
す
る
歩
道
を
有
し
、
か
つ
、
縁
石
線
又
は
さ
く
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
に
よ
り
車
線
が
往
復
の
方
向
別
に
分
離
さ
れ
て
い
る
道
路
以
外
の
道
路
に
あ
つ
て
は
、
当
該

出
入
口
の
反
対
側
及
び
そ
の
左
右
二
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
道
路
の
部
分
を
含
む
。
）
、
橋
、
幅
員
が
六
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
又
は
縦
断
勾
配
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
間
隔
を
道
路
に 

 
 
 
 

沿
つ
て
十
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
を
超
え
る
道
路
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
自
動
車
の
出
口
又
は
入
口
を
道
路
交
通
法
第
四
十
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
道
路
の
部
分
（
ト
ン
ネ
ル
に
限
る
。
）
又
は
橋
に
設
け
る
路
外
駐
車
場
で
あ
つ
て
、 

 

必
要
な
変
速
車
線
を
設
け
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
が
当
該
出
口
又
は
入
口
を
設
け
る
道
路
の
円
滑
か
つ
安
全
な
交
通
の
確
保
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
も
の
に
つ
い 

 

て
は
、
適
用
し
な
い
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
の
あ
る
道
路
管
理
者
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

４ 

路
外
駐
車
場
の
前
面
道
路
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
自
動
車
の
出
口
及
び
入
口
は
、
そ
の
前
面
道
路
の
う
ち
自
動
車
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
少
い
道
路
に
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
歩
行
者
の
通
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
、
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。  

５ 

自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
の
面
積
が
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
路
外
駐
車
場
に
あ
つ
て
は
、
自
動
車
の
出
口
と
入
口
と
を
分
離
し
た
構
造
と
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら 

 

の
間
隔
を
道
路
に
沿
っ
て
十
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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６ 

自
動
車
の
出
口
又
は
入
口
に
お
い
て
、
自
動
車
の
回
転
を
容
易
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
す
み
切
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
切
取
線
と
自 

動
車
の
車
路
と
の
な
す
角
度
及
び
切
取
線
と
道
路
と
の
な
す
角
度
を
等
し
く
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
か
つ
、
切
取
線
の
長
さ
は
、
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

７ 

自
動
車
の
出
口
附
近
の
構
造
は
、
当
該
出
口
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
後
退
し
た
自
動
車
の
車
路
の
中
心
線
上
一
・
四
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
お
い
て
、
道
路
の
中
心
線
に
直
角
に
向
か
っ
て

左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
六
十
度
以
上
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
者
の
存
在
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

前
四
項
の
規
定
は
、
自
動
車
の
出
口
又
は
入
口
を
道
路
内
に
設
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該
自
動
車
の
出
口
（
出
口
附
近
を
含
む
。
）
又
は
入
口
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横断歩道

道路

交差点

横断歩道

道路

道路

歩道

児童福祉施設等

５
ｍ

５
ｍ

５
ｍ

５
ｍ

５ ｍ ５ｍ

５ｍ ５ｍ

２０ｍ

２０ｍ

２０ｍ

１０ｍ １０ｍ

１０ｍ １０ｍ

１０ｍ １０ｍ

１０ｍ １０ｍ

バス停

踏

切

地下横断歩道

横断歩道橋

歩

道

歩

道

歩

道

歩

道

道路

交差点

▼

２０ｍ

道路
▼

１０ｍ

１０ｍ

道路

歩道 歩道

橋

児童公園

学校

児童福祉施設等

児童公園

学校

中央分離帯

２０ｍ

２０ｍ
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〔
解
説
〕 

一 

自
動
車
車
庫
及
び
自
動
車
修
理
工
場
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

二 

第
一
号
は
、
床
及
び
排
水
溝
は
耐
水
材
料
で
造
り
、
油
抜
き
ピ
ツ
ト
（
オ
イ
ル
ト
ラ
ッ
プ
）
等
に
よ
る
排
水
設
備
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
第
二
号
に
お
い
て
は
、
車
庫
内
の
ガ
ソ

リ
ン
等
の
ガ
ス
の
充
満
を
防
止
す
る
た
め
、
換
気
口
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
第
三
号
に
お
い
て
は
、
車
庫
の
傾
斜
路
に
つ
い
て
、
車
の
滑
り
に
よ
る
危
害

の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
傾
斜
路
の
最
大
こ
う
配
を
六
分
の
一
以
下
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
駐
車
場
法
施
行
令
第
八
条
第
三
項
第
三
号

に
規
定
す
る
「
傾
斜
路
の
縦
断
勾
配
は
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
」
と
い
う
規
定
と
整
合
を
図
っ
て
い
る
。 

な
お
、
本
条
は
第
四
十
四
条
と
異
な
り
、
法
第
四
十
条
に
基
づ
く
規
定
で
あ
り
、
都
市
計
画
区
域
の
内
外
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
。 

         

〔
解
説
〕 

 
 

本
条
は
、
建
築
物
の
一
部
に
自
動
車
修
理
工
場
を
設
け
る
場
合
の
要
件
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
を
例
示
す
れ
ば
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

     

（
構
造
及
び
建
築
設
備
） 

第
四
十
五
条 

自
動
車
車
庫
及
び
自
動
車
修
理
工
場
の
用
途
に
供
す
る
部
分
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

床
及
び
排
水
溝
は
、
耐
水
材
料
で
造
り
、
か
つ
、
汚
水
排
除
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

二 

床
が
地
盤
面
下
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
二
方
面
以
上
の
外
気
に
通
ず
る
位
置
に
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
つ
て
は
床
の
面
か
ら
高
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
位
置
に

適
当
な
換
気
口
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

三 

傾
斜
路
の
こ
う
配
は
、
六
分
の
一
以
下
と
し
、
か
つ
、
そ
の
路
面
は
、
粗
面
と
し
、
又
は
滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。 

（
他
の
用
途
部
分
と
の
区
画
） 

第
四
十
六
条 

建
築
物
の
一
部
に
自
動
車
修
理
工
場
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
他
の
部
分
と
の
境
界
に
は
準
耐
火
構
造
の
界
壁
を
設
け
、
か
つ
、
そ
の
開
口
部
に
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
を
設 

け
る
こ
と
。 

二 

そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
及
び
天
井
に
は
、
他
の
部
分
に
通
ず
る
開
口
部
を
設
け
な
い
こ
と
。 

三 

そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
内
に
、
他
の
部
分
の
た
め
の
避
難
用
の
出
入
口
を
設
け
な
い
こ
と
。 

 

 

(自動車車庫等) (他の用途部分) 

防火設備 

耐火構造 
準耐火構造 

自動車修理工場 
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第
三
章
の
二 

日
影
の
制
限
に
係
る
区
域
等
の
指
定 

      

〔
解
説
〕 

本
条
は
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
係
る
対
象
区
域
等
を
指
定
す
る
も
の
で
、
都
市
計
画
区
域
内
に
適
用
さ

れ
る
。
具
体
的
な
日
影
規
制
の
内
容
は
、
都
市
計
画
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
用
途
地
域
、
容
積
率
及
び
高
度
地
区
の
種
別
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
対
象
区
域
ご
と
に
近
接
地
に
お
よ
ぼ
す

日
影
時
間
を
規
制
し
て
お
り
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

用
途
地
域

対象区域

制
限
を
受

け
る
建
築

物 平
均
地
盤

面
か
ら
の

高
さ

敷地境界線
からの水平
距離が１０
ｍ以内の範
囲における
日影時間

敷地境界線
からの水平
距離が１０
ｍを超える
範囲におけ
る日影時間

容積率が十分の
五、十分の六又は
十分の八である区
域

３時間 ２時間

容積率が十分の十
又は十分の十五で
ある区域

４時間 2.5時間

容積率が十分の二
十である区域

５時間 ３時間

容積率が十分の十
又は十分の十五で
ある区域

３時間 ２時間

容積率が十分の二
十である区域であ
つて第一種高度地
区であるもの

３時間 ２時間

容積率が十分の二
十である区域（第
一種高度地区であ
るものを除く。）

４時間 2.5時間

容積率が十分の三
十である区域 ５時間 ３時間

容積率が十分の二
十である区域であ
つて第一種高度地
区又は第二種高度
地区であるもの

４時間 2.5時間

容積率が十分の二
十である区域（第
一種高度地区又は
第二種高度地区で
あるものを除
く。）

５時間 ３時間

容積率が十分の三
十又は十分の四十
である区域

５時間 ３時間

容積率が十分の二
十である区域であ
つて第一種高度地
区であるもの

４時間 2.5時間

容積率が十分の二
十である区域であ
つて第二種高度地
区であるもの

５時間 ３時間

高
さ
が
１
０
ｍ
を
超
え
る
建
築
物

高
さ
が
１
０
ｍ
を
超
え

る
建
築
物

１
・
５
メ
ー
ト
ル

４
メ
ー
ト
ル

４
メ
ー
ト
ル

４
メ
ー
ト
ル

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用

地
域
又
は
田
園
住
居
地
域

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
又
は

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地
域

又
は
準
住
居
地
域

近
隣
商
業
地
域
又
は

準
工
業
地
域

軒
の
高
さ
が
７
ｍ
を
超
え
る

建
築
物
又
は
地
階
を
除
く
階

数
が
３
以
上
の
建
築
物

高
さ
が
１
０
ｍ
を
超
え
る
建
築
物

 

（
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
係
る
対
象
区
域
等
） 

第
四
十
六
条
の
二 

法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
対
象
区
域
は
別
表(

い)

欄
に
掲
げ
る
用
途
地
域
（
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
八

条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
用
途
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
同
表(

ろ)

欄
に
掲
げ
る
区
域
と
し
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
平
均
地

盤
面
か
ら
の
高
さ
は
同
表(

は)

欄
に
掲
げ
る
高
さ
と
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
号
は
同
表(

に)

欄
に
掲
げ
る
号
と
す
る
。 
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第
四
章 

建
築
設
備 

      

〔
解
説
〕 

 

本
条
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機
械
室
の
照
明
設
備
の
設
置
及
び
目
的
外
使
用
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
。 

       
 

 

〔
解
説
〕 

本
条
は
、
修
理
点
検
用
の
コ
ン
セ
ン
ト
設
置
箇
所
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

   
            （

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
室
） 

第
四
十
七
条 
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
室
に
は
照
明
設
備
を
設
け
、
か
つ
、
照
明
設
備
の
ス
イ
ツ
チ
は
出
入
口
の
近
く
で
見
や
す
い
位
置
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

機
械
室
は
、
他
の
用
途
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
点
検
用
コ
ン
セ
ン
ト) 

第
四
十
八
条 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
部
分
に
は
、
修
理
点
検
用
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

機
械
室
の
内
部 

 

二 

か
ご
上
部 

 

三 

ピ
ツ
ト
の
壁 
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           〔
解
説
〕 

本
条
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
又
は
小
荷
物
専
用
昇
降
機
に
使
用
す
る
電
気
設
備
の
要
件
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

第
二
号
の
接
地
に
つ
い
て
は
、
第
三
種
以
上
の
接
地
工
事
を
指
し
、
ま
た
、
第
三
号
は
漏
電
防
止
の
見
地
か
ら
そ
の
数
値
は
最
低
の
値
と
し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
で
あ
る
こ
と
が
要 

求
さ
れ
る
。 

      

〔
解
説
〕 

本
条
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
点
検
口
の
設
置
と
そ
の
要
件
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

（
昇
降
機
の
電
気
設
備
） 

第
四
十
九
条 
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
又
は
小
荷
物
専
用
昇
降
機
に
使
用
す
る
電
気
設
備
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

配
線
は
、
金
属
性
の
コ
ン
ジ
ッ
ト
管
に
収
め
る
か
、
又
は
可
（
か
）
撓
（
と
う
）
外
（
が
い
）
装
（
そ
う
）
電
（
で
ん
）
覧
（
ら
ん
）
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

昇
降
路
内
の
電
気
設
備
に
は
履
い
を
設
け
、
そ
の
履
い
が
金
属
性
の
場
合
は
接
地
さ
せ
る
こ
と
。 

三 

配
線
と
大
地
間
と
の
絶
縁
抵
抗
値
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
数
値
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

回
路
の
用
途

百
五
十
を
超
え
三
百
以
下
の
も
の

百
五
十
以
下
の
も
の

三
百
を
超
え
る
も
の

三
百
以
下
の
も
の

回
路
の
使
用
電
圧
の

区
分
（

単
位
ボ
ル
ト
）

〇
・
二

〇
・
一

〇
・
四

〇
・
二

絶
縁
抵
抗
値

（

単
位
メ
グ
オ
ー
ム
）

電
動
機
主
回
路

制
御
回
路

信
号
回
路

照
明
回
路

 

（
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
点
検
口
） 

第
五
十
条 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
上
端
部
及
び
下
端
部
に
は
、
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
角
以
上
の
開
口
面
積
を
有
す
る
点
検
口
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 



 

第四章の二 特定区域の特例（第５０条の２～第５０条の４） 

 - 72 - 

第
四
章
の
二 

特
定
区
域
の
特
例 

       
 

 
  〔

解
説
〕 

 

一 

第
一
項
は
こ
の
章
の
規
定
の
適
用
区
域
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
適
用
区
域
は
「
特
定
区
域
」
と
称
し
、
「
リ
ゾ
ー
ト
法
の
特
定
地
域
」
及
び
「
同
様
の
状
況
に
あ
る
指

定
区
域
」
の
う
ち
、
都
市
計
画
区
域
及
び
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指
定
し
た
区
域
か
ら
な
る
。 

特
定
地
域
は
、
平
成
元
年
四
月
十
八
日
に
国
に
お
い
て
「
総
合
保
養
地
域
の
整
備
に
関
す
る
基
本
構
想
」
（
房
総
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
こ
に
定
め
ら
れ

た
三
十
七
市
町
村
十
七
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
区
域
で
あ
る
。
総
合
保
養
地
域
整
備
法
に
い
う
特
定
地
域
と
は
、
良
好
な
自
然
条
件
を
有
す
る
地
域
で
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
教
養
文
化
活
動
等
に
資
す
る
た
め
の
機
能
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
地
域
で
あ
る
。
本
県
に
お
い
て
は
、
民
間
事
業
者
が
、
そ
の
よ
う
な
機
能
の
整
備
を
見
越

し
て
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
や
保
養
施
設
等
が
建
築
さ
れ
て
い
る
。
指
定
区
域
は
特
定
区
域
と
同
様
な
状
況
に
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、
知
事
が
当
該
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
い
て

指
定
す
る
区
域
で
あ
り
、
県
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
嗜
好
の
推
移
に
よ
っ
て
は
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
立
地
に
今
後
変
化
が
起
こ
る
こ
と
が
な
い
と
は
言
え
な
い
た
め
、

そ
れ
ら
の
変
化
に
機
動
的
に
対
処
し
、
秩
序
あ
る
県
土
の
発
展
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
特
定
地
域
の
外
で
あ
っ
て
も
、
知
事
が
、
必
要
に
応
じ
て
基
準
を
適
用
す
べ
き

区
域
を
指
定
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

二 

第
二
項
で
は
、
指
定
区
域
を
指
定
、
変
更
及
び
廃
止
す
る
と
き
は
、
知
事
が
告
示
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。 

           

（
適
用
区
域
等
） 

第
五
十
条
の
二 
こ
の
章
の
規
定
は
、
特
定
区
域
（
総
合
保
養
地
域
整
備
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
意
基
本
構
想
に
お
い
て
定
め
ら

れ
た
特
定
地
域
の
区
域
及
び
こ
れ
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
地
域
で
知
事
が
関
係
市
町
村
の
意
見
を
聴
い
て
指
定
す
る
区
域
（
次
項
に
お
い
て
「
指
定
区
域
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、

都
市
計
画
区
域
及
び
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
関
係
市
町
村
の
意
見
を
聴
い
て
指
定
し
た
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
限
り
、
適

用
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
指
定
区
域
を
指
定
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 
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〔
解
説
〕 

本
条
が
対
象
と
す
る
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
は
、
定
住
者
が
少
な
く
、
休
日
に
宿
泊
施
設
的
に
利
用
さ
れ
、
避
難
方
法
や
敷
地
周
辺
の
状
況
に
詳
し
く
な
い
者
が
利
用
す
る
場
合

が
多
い
こ
と
、
専
従
の
従
業
員
が
い
な
い
等
か
ら
火
災
の
発
見
や
避
難
に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
規
模
以
上
の
も
の
を
対
象
と
し
て
、
敷
地
が
道
路
に
接
す
る

長
さ
等
防
災
上
の
安
全
措
置
を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
る
。 

規
模
に
つ
い
て
は
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
係
る
県
内
の
紛
争
事
例
の
分
析
か
ら
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
か
つ
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建 

築
物
と
し
た
。 

用
途
に
つ
い
て
は
、
現
在
県
内
の
リ
ゾ
ー
ト
地
域
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
類
似
施
設
と
し
て
は
、
会
員
制
ホ
テ
ル
や
会
社
保
養
所
等
各
種
の
権
利
形
態

の
も
の
が
あ
る
の
で
、
適
用
対
象
建
築
物
と
し
て
は
、
共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
及
び
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
と
し
て
い
る
。
共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
に
類
す
る
用
途
の
も
の
は
規
則

で
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
定
め
て
い
る
も
の
は
な
い
。
な
お
、
会
員
制
ホ
テ
ル
、
会
社
保
養
所
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
等
で
旅
館
業
法
第
三
条
の

経
営
許
可
を
取
得
し
て
経
営
す
る
も
の
は
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
と
し
て
扱
い
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
計
画
内
容
や
利
用
形
態
か
ら
判
断
し
て
共
同
住
宅
や
寄
宿
舎
と
し
て
取
扱
う
も
の
と

し
て
い
る
。 

（
安
全
の
確
保
等
に
係
る
基
準
） 

第
五
十
条
の
三 

特
定
区
域
内
に
あ
る
共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
で
規
則
で
定
め
る
も
の
に
供
す
る
建
築
物
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の

合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
か
つ
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
当
該

建
築
物
及
び
そ
の
敷
地
の
状
況
並
び
に
そ
の
敷
地
の
周
囲
の
状
況
に
よ
り
避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
並
び
に
防
火
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

敷
地
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
当
該
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
中
欄
に
掲
げ
る
数
値
以
上
の
幅
員
の
道
路
に
、
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
長
さ
以
上
接
す
る
こ
と
。 

延
べ
面
積

（

単
位
平
方
メ
ー

ト
ル
）

十
五
を
超
え
る
も
の

十
五
以
下
の
も
の

十
五
を
超
え
る
も
の

十
五
以
下
の
も
の

高
さ

（
単
位
メ
ー

ト
ル
）

六 四 六 四

十 十 八 八

二
千
を
超
え
る
も
の

当
該
建
築
物
の
区
分

道
路
の
幅
員

（
単
位
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
が
道
路
に
接
す
る

長
さ

（

単
位
メ
ー

ト
ル
）

二
千
以
下
の
も
の

 

二 

当
該
建
築
物
の
周
囲
（
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
接
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
、
幅
員
が
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
避
難
上
有
効
な
空
地
を
設
け
る
こ
と
。 

三 

避
難
階
以
外
の
階
に
お
い
て
は
、
各
住
戸
又
は
寝
室
に
そ
れ
ぞ
れ
避
難
上
有
効
な
バ
ル
コ
ニ
ー
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
を
設
け
る
こ
と
。 

２ 

前
項
本
文
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
条
、
第
八
条
及
び
第
三
十
九
条
の
規
定
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。 
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一 
第
一
項
第
一
号
は
、
接
道
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
規
模
及
び
高
さ
に
よ
り
そ
の
敷
地
が
接
す
る
道
路
の
幅
員
と
敷
地
が
そ
の
道
路
に
接
す
る
長
さ 
を
規
定
し
て
い
る
。
火
災
時
に
、
消
防
車
等
が
迅
速
・
確
実
に
到
着
し
、
消
火
、
救
助
等
を
手
際
よ
く
行
う
と
と
も
に
、
地
理
に
不
案
内
な
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
利
用
者
で

も
安
全
に
避
難
が
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
現
況
を
有
す
る
道
路
が
必
要
で
あ
る
。 

都
市
計
画
区
域
外
に
お
い
て
も
、
本
条
に
お
け
る｢

道
路｣

の
定
義
は
法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
こ
と
（
平
成
五
年
六
月
二
十
五
日
付
け
建
設
省
住
指
発
第
二
百
二
十
五
号
、

建
設
省
住
街
発
第
九
十
四
号
建
設
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
長
及
び
同
市
街
地
建
築
課
長
か
ら
の
法
施
行
通
達
）
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
条
件
が
要
求
さ
れ
る
。 

ま
ず
敷
地
が
接
す
る
道
路
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
対
象
建
築
物
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
火
災
時
等
に
現
場
に
集
ま
る
車
両
が
増
加
し
、
行
わ
れ
る
作
業
量
が
増
大
す
る 

の
で
、
高
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
は
道
路
の
幅
員
を
四
メ
ー
ト
ル
以
上
、
高
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
幅
員
を
六
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し 

て
い
る
。 

次
に
、
敷
地
が
道
路
に
接
す
る
長
さ
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
五
条
で
、
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
の
敷
地
は
、
道
路
に
六
メ
ー
ト
ル
以
上
接
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
利
用
者
の
特
性
か
ら
、
安
全
な
避
難
を
確
保
す
る
と
と
も
に
救
助
の
容
易
性
を
確
保
す
る
た
め
、
接
道
長
さ
を
八
メ

ー
ト
ル
以
上
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
二
十
六
条
の
六
で
、
高
さ
三
十
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
に
あ
る
三
階
以
上
の
階
に
は
非
常
用
の
進
入
口
を
設
け

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
し
、
特
に
延
べ
面
積
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
規
模
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
は
し
ご
車
の
活
動
を
想
定
し
、
接
道
長
さ
を
十
メ
ー
ト
ル

以
上
と
し
て
い
る
。 

二 

第
二
号
は
、
建
物
の
周
囲
に
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
避
難
上
有
効
な
空
地
を
設
け
る
規
定
で
あ
る
。 

共
同
住
宅
等
の
周
囲
に
設
け
る
空
地
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
三
十
九
条
に
お
い
て
そ
の
幅
員
を
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
等
を
定
め
て
い
る
が
、
本
条
は
延
べ
面
積
が
五
百 

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
か
つ
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
規
模
の
も
の
で
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
特
性
に
も
配
慮
し
、
必
要
な
幅
員
を
四
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
て 

い
る
。 

周
囲
空
地
の
取
扱
い
及
び
設
置
方
法
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。 

・
原
則
と
し
て
柱
・
は
り
・
外
壁
面
の
う
ち
一
番
突
出
し
て
い
る
部
分
か
ら
測
る
こ
と
と
す
る
。
バ
ル
コ
ニ
ー
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
そ
の
先
端
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
当
該
空
地
が
各
階
か
ら
の
避
難
上
有
効
に
機
能
し
、
か
つ
消
防
活
動
を
妨
げ
る
恐
れ
が
な
い
場
合
は
外
壁
面
か
ら
と
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
。 

・
崖
地
等
の
急
傾
斜
な
も
の
、
ま
た
は
地
表
面
か
ら
突
出
す
る
工
作
物
や
駐
車
場
等
避
難
上
支
障
の
あ
る
も
の
は
避
難
上
有
効
な
空
地
と
し
て
扱
わ
な
い
。 

・
植
栽
に
つ
い
て
は
、
芝
生
等
は
差
し
支
え
な
い
が
、
植
樹
す
る
場
合
は
規
定
の
趣
旨
か
ら
し
て
、
一
・
五
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
程
度
の
通
路
を
確
保
し
、
な
お
か
つ
、
消
防
当
局
と

十
分
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。 

・
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
接
す
る
部
分
は
除
か
れ
る
。
二
方
向
以
上
の
場
合
も
各
々
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
れ
ば
同
様
と
す
る
。
た
だ
し
、
自
動
車
専
用
道
路
等
の
場

合
は
管
理
者
と
協
議
が
必
要
で
あ
る
。 

三 

第
三
号
は
、
避
難
階
以
外
の
住
戸
又
は
寝
室
に
避
難
上
有
効
な
バ
ル
コ
ニ
ー
等
を
設
置
す
る
規
定
で
あ
る
。 

前
述
の
よ
う
に
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
は
、
火
災
時
等
に
認
知
が
遅
れ
避
難
の
機
会
を
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
バ
ル
コ
ニ
ー
等
安
全
な
予
備
的
手
段
を
確
保
し
て
お
く 

必
要
が
あ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
形
式
の
場
合
に
は
、
各
住
戸
に
一
以
上
の
バ
ル
コ
ニ
ー
等
を
、
寄
宿
舎
形
式
の
場
合
に
は
、
各
寝
室
に
一
以
上
の
バ
ル
コ
ニ
ー
等
を
設
け
る
こ
と
と
し

て
い
る
。 

四 

第
一
項
本
文
た
だ
し
書
に
つ
い
て
は
、
知
事
の
認
定
に
よ
り
一
号
か
ら
三
号
ま
で
の
緩
和
が
可
能
で
あ
る
が
、
ケ
ー
ス
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
知
事 

と
十
分
協
議
の
う
え
認
定
申
請
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

・
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
道
路
以
外
に
避
難
及
び
通
行
上
有
効
な
道
に
接
し
て
い
る
敷
地
の
場
合 
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・
既
存
建
物
の
増
築
等
に
係
る
場
合 
・
公
園
、
広
場
等
に
接
す
る
敷
地
に
建
設
さ
れ
る
場
合 

・
そ
の
他
合
理
的
理
由
と
認
め
ら
れ
る
場
合 

五 

第
二
項
は
、
こ
の
章
が
条
例
上
の
特
例
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
条
例
中
の
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
第
五
条
、
第
八
条
及
び
第
三
十
九
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
一
項 

の
規
定
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

                          

〔
解
説
〕 

一 

リ
ゾ
ー
ト
地
域
に
お
い
て
は
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
高
層
の
建
築
物
が
建
つ
こ
と
に
よ
り
、
近
隣
と
多
く
の
日
照
紛
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
本
条
は
そ
の
よ 

う
な
事
態
を
未
然
に
防
ぎ
、
衛
生
的
で
秩
序
あ
る
地
域
を
形
成
す
る
た
め
、
日
影
時
間
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
条
と
は
異
な
り
、
建
築
物
の
用
途
に
関
係
な
く
規
模 

（
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
） 

第
五
十
条
の
四 

特
定
区
域
の
う
ち
都
市
計
画
区
域
内
の
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
に
お
い
て
は
、
第
四
十
六
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
区
域
を
法
第
五
十
六
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
対
象
区
域
と
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
法
別
表
第
四(

ろ)

欄
の
四
の
項
イ
又
は
ロ
の
う
ち
か
ら
指
定
す
る
も
の
は
同
項
ロ
と
し
、
同
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
す
る
号
は
同
表
四
の
項(

に)

欄
の(

三)

の
号
と
す
る
。 

２ 

特
定
区
域
（
都
市
計
画
区
域
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に
あ
る
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
か
つ
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
建
築
物
」
と
い
う
。
）
は
、
冬
至
日
の
真
太
陽
時
に
よ
る
午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
平
均
地
盤
面
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の

水
平
面
（
特
定
区
域
外
の
部
分
及
び
当
該
対
象
建
築
物
の
敷
地
内
の
部
分
を
除
く
。
）
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
お
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
日
影

と
な
る
部
分
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
土
地
の
状
況
等
に
よ
り
周
囲
の
居
住
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
て
千

葉
県
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得
て
許
可
し
た
場
合
又
は
当
該
許
可
を
受
け
た
建
築
物
を
周
囲
の
居
住
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
第
百
三
十
五
条
の
十
二
第

一
項
に
定
め
る
位
置
及
び
同
条
第
二
項
に
定
め
る
規
模
の
範
囲
内
に
お
い
て
増
築
し
、
改
築
し
、
若
し
く
は
移
転
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

当
該
対
象
建
築
物
の
敷
地
境
界
線
か
ら
の
水
平
距
離

が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
範
囲

当
該
対
象
建
築
物
の
敷
地
境
界
線
か
ら
の
水
平
距
離

が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
範
囲

範
 
 
 
 
囲

三
時
間

五
時
間

日
影
時
間 

 

３ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
区
域
の
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
四
項
中
「
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
、
「
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
か
つ
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 
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で
適
用
さ
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

二 
第
一
項
は
、
特
定
区
域
の
う
ち
都
市
計
画
区
域
内
の
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
を
、
条
例
第
四
十
六
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に 

よ
る
日
影
規
制
の
対
象
区
域
と
し
、
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
は
、
都
市
部
の
一
般
の
住
宅
地
な
み
の
日
影
規
制
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
対
象
建
築
物
は
、
冬
至
日
の
真
太
陽
時
に
よ
る
午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間
で
、
平
均
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
四
メ
ー
ト
ル
の
水
平
面
に
お
け
る
日
影
が
、 

敷
地
境
界
線
か
ら
の
水
平
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
範
囲
に
お
い
て
は
五
時
間
以
内
、
敷
地
境
界
線
か
ら
の
水
平
距
離
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
範
囲
に
お 

い
て
は
三
時
間
以
内
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

三 

第
二
項
は
、
特
定
区
域
内
の
都
市
計
画
区
域
外
の
一
部
区
域
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
か
つ
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建

築
物
は
、
冬
至
日
の
真
太
陽
時
に
よ
る
午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
平
均
地
盤
面
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
水
平
面
（
特
定
区
域
外
の
部
分
及
び
当
該
対
象
建

築
物
の
敷
地
内
の
部
分
を
除
く
。
）
に
お
け
る
日
影
が
、
敷
地
境
界
線
か
ら
の
水
平
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
範
囲
に
お
い
て
は
五
時
間
以
内
、
敷
地
境
界

線
か
ら
の
水
平
距
離
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
範
囲
に
お
い
て
は
三
時
間
以
内
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
項
と
は
対
象
建
築
物
の
範
囲
が
異
な
る
の
で

注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

 

特
定
区
域
の
う
ち

都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

特
定
区
域
の
う
ち

都
市
計
画
区
域
内
の
用
途
地
域

の
指
定
の
な
い
区
域

対
象
区
域
等

延
べ
面
積
が
５
０
０
㎡
を
超
え
か
つ

高
さ
が
１
３
ｍ
を
超
え
る
建
築
物

高
さ
が
１
０
ｍ
を
超
え
る

建
築
物

制
限
を
受
け
る
建
築
物

４
メ
ー

ト
ル

４
メ
ー

ト
ル

平
均
地
盤
面
か
ら
の
高
さ

５
時
間

５
時
間

敷
地
境
界
線
か
ら
の
水
平
距
離

が
５
ｍ
を
超
え
１
０
ｍ
以
内
の

範
囲
に
お
け
る
日
影
時
間

３
時
間

３
時
間

敷
地
境
界
線
か
ら
の
水
平
距
離

が
１
０
ｍ
を
超
え
る
範
囲
に
お

け
る
日
影
時
間

 

 

四 

第
二
項
た
だ
し
書
前
段
は
、
知
事
が
千
葉
県
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得
て
許
可
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
二
項
に
基
づ
く
規
制
の
緩
和
が
可
能
で
あ
る
が
、
ケ
ー
ス
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
知
事
と
十
分
協
議
の
う
え
許
可
申
請
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

・
既
存
建
築
物
の
敷
地
内
の
増
築
等
に
よ
っ
て
生
じ
る
日
影
が
、
周
囲
の
居
住
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
場
合 

・
当
該
地
域
が
既
に
商
業
地
域
的
な
土
地
利
用
で
あ
る
場
合 

・
敷
地
の
周
辺
の
地
形
等
か
ら
日
照
に
つ
い
て
配
慮
を
要
す
る
施
設
等
が
立
地
し
な
い
な
ど
、
合
理
的
な
理
由
と
認
め
ら
れ
る
場
合 

な
お
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
緩
和
規
定
に
準
じ
、
許
可
を
受
け
た
際
に
お
け
る
敷
地
の
区
域
内
で
、
敷
地
境
界
線
か
ら
の
水
平
距
離
が
５
ｍ
を
超
え
る
範
囲

に
お
い
て
新
た
に
日
影
と
な
る
部
分
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
規
模
の
増
築
、
改
築
又
は
移
転
を
す
る
場
合
は
、
改
め
て
許
可
を
要
し
な
い
。 

五 

第
三
項
は
、
第
二
項
の
規
定
に
関
し
て
法
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
あ
る
、
敷
地
周
辺
の
状
況
に
よ
る
緩
和
や
対
象
区
域
外
に
あ
る
建
築
物
に
対
す
る
法
の
規
定
を
準
用
す
る 

こ
と
と
す
る
も
の
で
、
併
せ
て
対
象
建
築
物
の
読
み
替
え
を
行
う
旨
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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道路

4,0 00

4,
00
0

８ｍ 以上 道路に 接する こと （延べ 面積 ２００ ０㎡以 上は １０ｍ 以上 ）

４ｍ 以上 の道路 に接す るこ と（高 さ１ ５ｍ以 上のも のは ６ｍ以 上）

（幅 員４ ｍ以上 の道路 に接 する部 分を 除く）

建築 物周 囲に避 難上有 効な 空地の 確保

4,0 00

4,
00
0

日影 の規 制

（２ ）基 準　５ 時間、 ３時 間

バル コニ ーその 他避難 上有 効な施 設の 設置

　　 都市 計画区 域外　 延べ 面積 5 00㎡を 超えかつ 高さ １３ｍを超 える 建築 物

（１ ）適 用対象 　都市 計画 区域内 　高 さ１０ ｍを超 える 建築物

日影 の規 制（第 ５０条 の４ 関係）

３　 バル コニー 等避難 上有 効な施 設を 設置す ること

２　 建物 の周囲 には幅 員４ ｍ以上 の空 地を確 保する こと

１　 敷地 は、幅 員４ｍ （又 は６ｍ ）以 上の道 路に８ ｍ（ 又は１ ０ｍ ）以上 接する こと

第１ 　安 全の確 保等（ ５０ 条の３ 関係 ）

規制 内容

適用 対象 区域

規制の概要
リゾ ート 法にい う特定 地域 及びそ の他 知事が 市町村 の意 見を聞 いて 指定す る区域

（１ ）適 用対象 　共同 住宅 、寄宿 舎等 で延べ 面積５ ００ ㎡を超 えか つ高さ １３ｍ を超 える建 築物

（２ ）基 準

第２
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第
五
章 

雑
則 

                      

〔
解
説
〕 

本
条
は
既
存
不
適
合
建
築
物
に
お
い
て
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
え(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
増
築
等
」
と
い
う
。)

を
行
う
際
の
緩
和
規
定
で
あ
る
。 

一 

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
五
十
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
定
め
る
、
日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
で
、
法
第
三
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
十
条
の
四
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
つ
た
日
以
後
に
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
の
工
事
に
着
手
し
、
同
条
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
建
築
物
の
う
ち
当
該
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
を

す
る
部
分
以
外
の
部
分
に
対
し
て
は
、
第
五
十
条
の
四
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

二 

第
二
項
は
第
二
十
五
条
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
に
関
す
る
緩
和
規
定
で
あ
る
。
第
二
十
五
条
は
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
主
要
出
入
口
に
つ
い
て
の
緩
和
規
定
、
第
二
十

六
条
第
一
項
は
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
通
路
に
つ
い
て
の
緩
和
規
定
で
あ
る
が
、
既
存
部
分
と
増
築
等
に
よ
り
規
定
の
適
用
を
受
け
る
部
分
の
間
が
、
政
令
第
百
十
七
条
第

二
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
に
該
当
す
れ
ば
、
第
二
十
五
条
又
は
第
二
十
六
条
に
つ
い
て
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
既
存
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
） 

第
五
十
一
条 
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
五
十
条
の
四
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
で
、
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
五
十
条
の
四
第
二
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
つ
た
日
以
後
に
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
の
工
事
に
着
手
し
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
五
十
条
の
四
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

２ 

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
五
条
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の
建
築
物
で

あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
（
政
令
第
百
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
独
立
部
分
」
と
い
う
。
）

が
二
以
上
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
、
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
つ
た
日
以
後
に
増
築
、

改
築
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
え
、(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
増
築
等
」
と
い
う
。)

の
工
事
に
着
手
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
建
築
物
の
う
ち
当
該
増
築
等
を
す
る
独
立
部
分
以
外
の
独
立
部
分
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

３ 

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
十
六
条
又
は
第
四
十
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
で
、
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受

け
な
い
こ
と
と
な
つ
た
日
以
後
に
増
築
等
の
工
事
に
着
手
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
建
築
物
の
う
ち
当
該
増
築
等
を
す
る
部
分
以
外
の
部
分
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

４ 

知
事
は
、
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十
三
条
又
は
第
二
十
四
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
で
、

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
つ
た
日
以
後
に
増
築
等
の
工
事
に
着
手
し
、
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
建
築
物
及
び
敷
地
の
状
況
に
よ
り
安
全
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
制
限

を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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三 

第
三
項
は
第
三
十
六
条
又
は
第
四
十
条
の
二
に
関
す
る
緩
和
規
定
で
あ
る
。
第
三
十
六
条
は
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
下
宿
又
は
診
療
所
の
用
途
に
供
す
る
条
例
適
用
の
建
築
物
に
つ
い

て
政
令
第
二
十
三
条
の
規
定
の
特
例
を
定
め
、
屋
外
に
設
け
る
階
段
及
び
踊
場
の
幅
に
つ
い
て
既
存
部
分
を
適
用
除
外
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
十
条
の
二
は
児
童
福
祉
施
設
等

の
出
入
口
等
の
床
面
の
段
差
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
連
す
る
規
制
と
し
て
千
葉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
あ
る
が
、
床
面
の
段
差
の
解
消
に
つ
い
て
の
み
最
低
の
基
準

と
し
て
本
条
例
に
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
増
築
等
の
際
に
既
存
部
分
の
段
差
ま
で
も
同
時
に
解
消
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
の
は
難
し
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
既
存
部
分
を
適
用
除
外
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
千
葉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
既
存
部
分
の
整
備
努
力
義
務
は
別
途
あ
る
の
で
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

四 
 

第
四
項
は
、
第
五
条
の
ほ
か
敷
地
と
道
路
の
関
係
に
係
る
制
限
等
の
緩
和
規
定
で
あ
る
。
増
築
等
の
際
に
道
路
の
拡
幅
整
備
ま
た
は
道
路
へ
の
接
道
長
さ
の
拡
大
等
は
困
難
な
場

合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
申
請
者
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
て
、
知
事
が
建
築
物
の
用
途
、
増
改
築
の
目
的
や
規
模
及
び
敷
地
の
周
囲
の
空
地
の
状
況
等
か
ら
避
難
及 

び
通
行
の
安
全
性
へ
の
影
響
の
程
度
を
勘
案
し
総
合
的
に
判
断
し
て
制
限
の
緩
和
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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〔
解
説
〕 

 

平
成
三
十
年
九
月
施
行
の
改
正
建
築
基
準
法
に
よ
り
、
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
が
認
定
制
に
、
ま
た
同
項
第
二
号
が
許
可
制
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
認
定
又
は
許
可

の
際
に
は
本
条
例
に
基
づ
く
関
連
す
る
規
定
も
勘
案
し
て
認
定
又
は
許
可
を
行
い
、
別
途
条
例
各
条
に
基
づ
く
認
定
は
不
要
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
適
用
除
外
規
定
を

設
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
認
定
又
は
許
可
に
あ
た
っ
て
は
当
該
条
文
に
つ
い
て
も
勘
案
し
て
認
定
又
は
許
可
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

      

〔
解
説
〕 

 

本
条
は
、
仮
設
興
行
場
、
仮
設
店
舗
等
仮
設
建
築
物
に
対
す
る
仮
設
許
可
を
す
る
場
合
及
び
用
途
を
変
更
し
て
一
時
的
に
興
行
場
等
、
特
別
興
行
場
等
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
許

可
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
は
適
用
が
な
い
も
の
と
す
る
旨
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

         

〔
解
説
〕 

法
第
八
十
六
条
及
び
法
第
八
十
六
条
の
二
は
い
わ
ゆ
る
一
団
地
認
定
（
許
可
）
に
関
す
る
規
定
で
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
設
計
さ
れ
た
複
数
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法

の
一
部
の
規
定
（
特
例
対
象
規
定
）
の
適
用
に
あ
っ
て
は
、
当
該
建
築
物
が
一
団
地
又
は
一
定
の
一
団
の
土
地
の
区
域
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
す
規
定
で
あ
る
。
本
条
例
の
一
部
の
規

定
に
つ
い
て
も
、
法
と
同
様
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
適
当
な
条
文
が
あ
る
の
で
、
一
団
地
又
は
一
定
の
一
団
の
土
地
の
区
域
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
認
定
又
は
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
条
文
に
つ
い
て
も
勘
案
し
て
認
定
又
は
許
可
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

（
敷
地
等
と
道
路
と
の
関
係
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
） 

第
五
十
一
条
の
二 

第
五
条
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
四
条
、
第
二
十
三
条
、
第
四
十
四
条
及
び
第
五
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
特
定
行
政
庁
が
法
第
四
十
三
条
第

二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
認
定
し
た
建
築
物
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
仮
設
建
築
物
に
対
す
る
適
用
除
外
） 

第
五
十
二
条 

こ
の
条
例
の
規
定
は
、
特
定
行
政
庁
が
法
第
八
十
五
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
仮
設
建
築
物
並
び
に
法
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六

項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
一
の
敷
地
と
み
な
す
こ
と
等
に
よ
る
制
限
の
緩
和
） 

第
五
十
二
条
の
二 

法
第
八
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
又
は
法
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
認
定
又
は
許
可
を
受
け
た
一
団
地
又
は
一
定
の

一
団
の
土
地
の
区
域
内
の
建
築
物
に
対
す
る
第
五
条
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
四
条
、
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二

十
七
条
第
三
号
、
第
四
十
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
四
条
、
第
五
十
条
の
三
（
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
並
び
に
第
五
十
条
の
四
第
二
項
及
び
第

三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
団
地
又
は
一
定
の
一
団
の
土
地
の
区
域
を
当
該
建
築
物
の
一
の
敷
地
と
み
な
す
。 
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〔
解
説
〕 

平
成
十
二
年
六
月
施
行
の
建
築
基
準
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
政
令
第
百
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
階
避
難
安
全
検
証
法
に
よ
り
当
該
階
の
避
難
安
全
性
能
が
確
認
で
き
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
一
部
政
令
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
に
お
け
る
同
趣
旨
の
規
定
（
階
の
避
難
に
関
連
す
る
廊
下
幅
員
等
に
関
す

る
規
定
）
に
つ
い
て
も
、
適
用
除
外
と
す
る
規
定
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。 

適
用
を
除
外
す
る
条
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

・
第
十
六
条
第
四
項
（
興
行
場
等
の
屋
外
に
通
ず
る
も
の
で
な
い
出
入
口
に
関
す
る
準
用
規
定
） 

・
第
十
七
条
第
一
号
（
興
行
場
等
の
客
用
の
直
通
階
段
の
配
置
） 

・
第
十
八
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
（
興
行
場
等
の
客
用
廊
下
の
幅
員
と
行
き
止
ま
り
廊
下
） 

・
第
十
八
条
の
二
（
興
行
場
等
の
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
） 

・
第
二
十
二
条
（
興
行
場
等
の
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
舞
台
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
の
区
画
） 

・
第
二
十
六
条
（
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
通
路
） 

・
第
三
十
七
条
（
旅
館
、
ホ
テ
ル
又
は
下
宿
の
廊
下
の
幅
） 

        

〔
解
説
〕 

平
成
十
二
年
六
月
施
行
の
建
築
基
準
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
令
第
百
二
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
全
館
避
難
安
全
検
証
法
に
よ
り
建
築
物
の
避
難
安
全
性
能
が
確
認
で
き
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
一
部
政
令
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
本
条
例
に
お
け
る
同
趣
旨
の
規
定
（
避
難
に
関
連
す
る
廊
下
幅
員
、
階

段
、
屋
外
へ
の
出
入
口
等
に
関
す
る
規
定
）
に
つ
い
て
も
、
適
用
除
外
と
す
る
規
定
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。 

適
用
を
除
外
す
る
条
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

・
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
四
項
（
興
行
場
等
の
屋
外
に
通
ず
る
出
入
口
の
数
、
幅
員
等
） 

（
避
難
上
の
安
全
の
検
証
を
行
う
建
築
物
の
階
に
対
す
る
基
準
の
適
用
除
外
） 

第
五
十
二
条
の
三 

建
築
物
の
階
の
う
ち
、
政
令
第
百
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
階
が
階
避
難
安
全
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
階
避
難
安
全
検

証
法
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
た
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
条
第
四
項
、
第
十
七
条
第
一
号
、
第
十
八
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、

第
十
八
条
の
二
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
三
十
七
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
避
難
上
の
安
全
の
検
証
を
行
う
建
築
物
に
対
す
る
基
準
の
適
用
除
外
） 

第
五
十
二
条
の
四 

建
築
物
で
、
政
令
第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
建
築
物
が
全
館
避
難
安
全
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
館
避
難
安

全
検
証
法
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
た
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
四
項
、
第
十
七

条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
十
八
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
十
八
条
の
二
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
、
第
二
十
五
条
（
主
要
出
入
口
の
幅
員
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
三
十
七
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 
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・
第
十
七
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
（
興
行
場
等
の
客
用
の
直
通
階
段
の
配
置
、
幅
員
等
） 

・
第
十
八
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
（
興
行
場
等
の
客
用
廊
下
の
幅
員
と
行
き
止
ま
り
廊
下
） 

・
第
十
八
条
の
二
（
興
行
場
等
の
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
出
入
口
） 

・
第
二
十
二
条
（
興
行
場
等
の
客
席
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
舞
台
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
の
区
画
） 

・
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
（
主
階
が
避
難
階
以
外
の
階
に
あ
る
興
行
場
等
の
建
築
物
の
部
分
と
他
の
用
途
に
供
す
る
部
分
と
の
区
画
） 

・
第
二
十
五
条
（
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
主
要
出
入
口
の
幅
員
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

・
第
二
十
六
条
（
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
等
の
通
路
） 

・
第
二
十
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
入
口
及
び
通
路
の
幅
員
と
数
） 

・
第
三
十
七
条
（
旅
館
、
ホ
テ
ル
又
は
下
宿
の
廊
下
の
幅
） 

         

〔
解
説
〕 

本
条
例
に
基
づ
く
知
事
へ
の
認
定
申
請
及
び
許
可
申
請
手
数
料
は
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
に
定
め
る
旨
の
規
定
で
あ
る
。 

な
お
、
県
に
お
け
る
本
条
例
に
基
づ
く
認
定
申
請
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
一
件
に
つ
き
二
万
七
千
円
、
許
可
申
請
手
数
料
に
つ
い
て
は
一
件
に
つ
き
十
六
万
円
と
し
て
い
る
。 

  

（
手
数
料
） 

第
五
十
二
条
の
五 

第
五
条
た
だ
し
書
、
第
七
条
た
だ
し
書
、
第
八
条
た
だ
し
書
、
第
十
二
条
た
だ
し
書
、
第
十
四
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
の
三
、
第
二
十
三
条
第
三
項
、
第
三

十
九
条
第
三
項
第
二
号
、
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
、
第
四
十
二
条
第
三
項
、
第
四
十
四
条
第
三
項
、
第
五
十
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
五
十
一
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
認
定
又
は
第
五
十
条
の
四
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
六
号
）
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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第
六
章 

罰
則 

             

〔
解
説
〕 

 

本
条
は
、
法
第
百
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
条
例
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
罰
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

      

〔
解
説
〕 

 

本
条
は
、
前
条
の
罰
則
規
定
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
、
両
罰
規
定
の
適
用
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

（
罰
則
） 

第
五
十
三
条 
第
三
条
の
三
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十

六
条
第
一
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
十
八
条
の
四
ま
で
、
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
十

二
条
の
二
、
第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
六
条
か

ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
三
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
条
第
一
項
、
第
四
十
条
の
二
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
三
条
第

一
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
条
の
三
第
一
項
又
は
第
五
十
条
の
四
第
二
項
の
規

定
に
違
反
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
建
築
物
、
工
作
物
又
は
建
築
設
備
の
設
計
者
（
設
計
図
書
を
用
い
な
い
で
工
事
を
施
工
し
、
又
は
設
計
図
書
に
従
わ
な
い
で
工
事
を
施
工
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
建
築
物
、
工
作
物
又
は
建
築
設
備
の
工
事
施
工
者
）
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
違
反
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
違
反
が
建
築
主
、
工
作
物
の
築
造
主
又
は
建
築
設
備
の
設
置
者
の
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
設
計 

又
は
工
事
施
工
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
当
該
建
築
主
、
工
作
物
の
築
造
主
又
は
建
築
設
備
の
設
置
者
に
対
し
て
同
項
の
刑
を
科
す
る
。 

第
五
十
四
条 

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為

者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
前
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。
た
だ
し
、
法
人
又
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
の
当
該
違
反
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、

当
該
業
務
に
対
し
相
当
の
注
意
及
び
監
督
が
尽
く
さ
れ
た
こ
と
の
証
明
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 
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附 
則 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
三
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 
則
（
昭
和
三
十
九
年
八
月
一
日
条
例
第
四
十
九
号
） 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
十
二
年
八
月
一
日
条
例
第
二
十
七
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
十
四
年
七
月
十
日
条
例
第
四
十
一
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
十
六
年
三
月
十
五
日
条
例
第
十
五
号
） 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
十
六
年
七
月
二
十
一
日
条
例
第
四
十
五
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
日
条
例
第
四
十
三
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
日
条
例
第
四
十
一
号
） 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条
例
第
三
十
五
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
三
年
三
月
七
日
条
例
第
二
十
一
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
目
次
中
「
・
第
四
十
三
条
」
を
「
―
第
四
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
改
正
規
定
、
第
四
十
二
条
及
び
第
四 

十
三
条
の
改
正
規
定
、
第
四
十
三
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
四
十
四
条
及
び
第
四
十
五
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
五
年
七
月
十
六
日
条
例
第
二
十
八
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
中
第
一
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
及
び
次
項
の
規
定
は
平
成
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
（
第
二
条
に
限
る
。
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則
（
平
成
七
年
三
月
十
日
条
例
第
二
十
五
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
都
市
計
画 

 
 
 
 

法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
都
市
計
画
区
域
内
の
用
途
地
域
に
関
し
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
都
市
計
画
法
第
二
章
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の
規
定
に
よ
り
行
う
用
途
地
域
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
に
係
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
告
示
が
あ
っ
た
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
前
の
建
築
基
準
法
施
行
条
例
別
表
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

附 

則
（
平
成
十
二
年
三
月
二
十
四
日
条
例
第
三
十
九
号
） 
こ
の
条
例
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
十
二
年
七
月
十
四
日
条
例
第
四
十
九
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
十
二
年
十
二
月
八
日
条
例
第
七
十
五
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
十
五
年
十
月
十
七
日
条
例
第
六
十
一
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

（
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
） 

３ 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

（
次
の
よ
う
略
） 

（
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

４ 

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

（
次
の
よ
う
略
） 

附 

則
（
平
成
十
七
年
十
月
二
十
五
日
条
例
第
九
十
七
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
二
十
万
円
」
を
「
五
十
万
円
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
（
第
五
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

（
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

３ 

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

（
次
の
よ
う
略
） 

附 

則
（
平
成
十
九
年
三
月
十
六
日
条
例
第
二
十
八
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
条
例
第
二
十
四
号
・
条
例
第
二
十
八
号
） 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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附 
則
（
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
条
例
第
四
十
七
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日
条
例
第
五
号
） 
こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
三
十
年
十
月
十
九
日
条
例
第
五
十
三
号
） 

こ
の
条
例
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、

第
三
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
和
元
年
十
月
十
八
日
条
例
第
十
二
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
令
和
二
年
十
月
二
十
日
条
例
第
四
十
二
号
） 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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別
表
（
第
四
十
六
条
の
二
） 

用
途
地
域

（い）

容
積
率
が
十
分
の
三
十
で
あ
る
区

域 容
積
率
が
十
分
の
二
十
で
あ
る
区

域
（
第
一
種
高
度
地
区
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
）

容
積
率
が
十
分
の
二
十
で
あ
る
区

域
で
あ
つ
て
第
一
種
高
度
地
区
で

あ
る
も
の

容
積
率
が
十
分
の
十
又
は
十
分
の

十
五
で
あ
る
区
域

容
積
率
が
十
分
の
二
十
で
あ
る
区

域 容
積
率
が
十
分
の
十
又
は
十
分
の

十
五
で
あ
る
区
域

容
積
率
が
十
分
の
五
、
十
分
の
六

又
は
十
分
の
八
で
あ
る
区
域

対
象
区
域

（ろ）

四
メ
ー
ト
ル

四
メ
ー
ト
ル

四
メ
ー
ト
ル

四
メ
ー
ト
ル

平
均
地
盤
面

か
ら
の
高
さ

（は）

(

三)

(

二)

(

一)

(
一)

(

三)

(

二)

(

一)

法
別
表
第
四

(

に

)

欄
の

号

（に）

容
積
率
が
十
分
の
二
十
で
あ
る
区
域
で
あ
つ
て
第
二
種
高
度
地
区
で
あ
る
も
の

容
積
率
が
十
分
の
二
十
で
あ
る
区
域
で
あ
つ
て
第
一
種
高
度
地
区
で
あ
る
も
の

容
積
率
が
十
分
の
三
十
又
は
十
分
の
四
十
で
あ
る
区
域

容
積
率
が
十
分
の
二
十
で
あ
る
区
域
（
第
一
種
高
度
地
区
又
は
第
二
種
高
度
地
区

で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

容
積
率
が
十
分
の
二
十
で
あ
る
区
域
で
あ
つ
て
第
一
種
高
度
地
区
又
は
第
二
種
高

度
地
区
で
あ
る
も
の

四
メ
ー
ト
ル

四
メ
ー
ト
ル

四
メ
ー
ト
ル

四
メ
ー
ト
ル

四
メ
ー
ト
ル

(

二

)

(

一

)

(

二

)

(

二

)

(

一

)

第
一
種
低
層
住
居
専

用
地
域
、
第
二
種
低

層
住
居
専
用
地
域
又

は
田
園
住
居
地
域

第
一
種
中
高
層
住
居

専
用
地
域
又
は
第
二

種
中
高
層
住
居
専
用

地
域

第
一
種
住
居
地
域
、

第
二
種
住
居
地
域

又
は
準
住
居
地
域

近
隣
商
業
地
域
又
は

準
工
業
地
域

 

備
考 

一 

容
積
率
と
は
、
法
第
五
十
二
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
建
築
物
の
延
べ
面
積
（
同
一
敷
地
内

に
二
以
上
の
建
築
物
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
延
べ
面
積
の
合
計
）
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
で

あ
つ
て
、
用
途
地
域
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
を
い
う
。 
二 

第
一
種
高
度
地
区
と
は
、
高
度
地
区
で
あ
つ
て
、
建
築
物
の
各
部
分
の
高
さ
（
地
盤
面
か
ら
の

高
さ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
当
該
部
分
か
ら
前
面
道
路
の
反
対
側
の
境
界
線
又
は
隣
地
境
界

線
ま
で
の
真
北
方
向
の
水
平
距
離
に
一
・
二
五
を
乗
じ
て
得
た
も
の
に
五
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
も

の
以
下
と
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
水
平
距
離
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
を
減
じ
た
も
の
に
〇
・
六
を
乗
じ
て

得
た
も
の
に
十
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
も
の
以
下
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。 

三 

第
二
種
高
度
地
区
と
は
、
高
度
地
区
で
あ
つ
て
、
建
築
物
の
各
部
分
の
高
さ
が
当
該
部
分
か
ら

前
面
道
路
の
反
対
側
の
境
界
線
又
は
隣
地
境
界
線
ま
で
の
真
北
方
向
の
水
平
距
離
に
一
・
二
五
を

乗
じ
て
得
た
も
の
に
十
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
も
の
以
下
と
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
水
平
距
離
か
ら
八

メ
ー
ト
ル
を
減
じ
た
も
の
に
〇
・
六
を
乗
じ
て
得
た
も
の
に
二
十
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
も
の
以
下

と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。 


